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は じ め に

経済の国際化、市場開放 による産業構造の改革により、企業を とりま く環境が大 き く変化 し

てお り、企業活動 にとって情報化へ の取組 は重要な課題 とな っている。

情報化の波 は、産業 ・社会 ・生活 の各分野 において多様な形 で進展 してお り、特 に産業の情

報化 は、我が国経 済の発展 に大 きなイ ンパ ク トを与えている。

我が国の産 業界におけ る情報化 は、情報処理技術 と通信技術 の急速 な進歩 とその融合によ り、

企業内活動 の効率 化や迅速化に とどま らず企業間 ・産業間を横 断的に網羅 した情報ネ ッ トワー

クの構築へ と急速 に進展 してい る。

とりわけ、通信 回線 の 自由化後のVANの 登場 などによ り、大企業のみな らず中小企業 も含

めた全産業 的な規 模へ の広が りを見せてお り、産業界全体 として情報ネ ッ トワー ク化への対応

が今後の重要 な課題 とな ってい る。

このよ うな情報 ネ ッ トワー ク化への対 応は、一部の先進的 な業界を除けば種 々の事情 によ り

情報 ネ ッ トワー クを構築す るためのイ ンフラス トラクチ ャーが整備 されてお らず、情報 ネ ッ ト

ワー クを構築す る上での大 きな障害 とな っている ものと思われ る。

現 在、紙流通業界(製 紙 メーカー、代理店、卸商、運輸業者、倉庫業者 、需要者 などそれぞ

れの企業 間)で は本格的な企業間情報 ネ ッ トワークへの対応 と言 う局面 を迎えつつあ り、本調

査研究で は、 こ うした観点か ら先進 的な情報ネ ッ トワークの事例 と して紙流通業界 における紙

パ流通VAN及 びP-EDIを 取 り上 げその システム概要を とりまとめることと した。

ここに、本調査研究を進 めるために ご協力を賜 った関係各位 に対 し厚 くお礼申 し上 げます。

平成4年8月

財団法人 日本情報処理開発協会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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1.業 界VANの 意 義





1.業 界VANの 意 義

1.1紙 ・板紙 の流通構造

紙 ・板紙 の流通 は代理店 ・商社 ・卸商が担 っている(図1-1を 参照)。 中で も、代理

店の取扱比率 は紙 、板紙の各分野 とも極めて高率であ る。 この業界 の企業数 は約1,350社 、

事業所数約1,500あ り、様 々なユーザ ーに対 してその需要 にあ った種 々の紙 ・板紙を供給

してい る。流通業者 は紙 ・板紙の販売機能 のほか、情報の伝達、在庫、配送、金融等、多

様な役割 を有 している。現在、業界 は人材確保問題 、需要の多様化、細分化等 によ る小 口

・多頻度 ・即納配達、得意先の郊外移転 に伴 う遠隔地配送の増加、倉庫用地 の確 保等 の物

流に係わ る問題、 これに伴 う諸経費の高騰等の経営問題の下 でその対応が急務 とな ってい

る。

図1-1紙 ・板紙の流通構造(1991年)

(総供給量 に対す るパ ーセ ンテー ジ)
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1.2業 界VANの 意義

我が国でVANと いわれている もの は、種 々の形態 ・機能を持 ってお り、非常 に捉え る

ことが難 しくなっている。 これ らの種 々の様相 の中か ら、VANの 一つの本質を各企業間

の情報ネ ッ トワーク化の協調的アプ ローチ として捉え ることがで きる。

紙流通業界 において も、昭和50年 代後半よ り各企業の内部の情報 システム化 はか なりの

域 に達 した企業 も多 く、運輸業、倉庫業の異企業 との情報ネ ッ トワー クの構築 は勿論、仕

入先 ・販売先企業 との間で情報 ネ ッ トワークを構築す るに留ま らず、また新 たに、販売先

との情報 ネ ッ トを指向する企業 も一挙 に増大す る気運 となって きた。

しか しなが ら、 これ ら情報ネ ッ トワークの態様 を詳細に観察すると、情報ネ ッ トワー ク

の中心 とな る企業 と、他方の端子 とな る企業 との間で情報化 の成熟 の度合が異 なることが

多 く、実際には コンピュータの本体同士の結合 の例 は非常に少な く、いわゆ る異機種 ホス

トコンピュータ同士の結合利用 の例 は稀少な例 とな っている。

このため、情 報ネ ッ トワーク化 とい って も一方 は中心的 コンピュータ、他方 はイ ンテ リ

ジェン ト端末等 となる例が多 くな るわけである。

実際 に、代理店数社 に対 し、数社 の製紙 メーカーか ら、 メーカーの コンピュー タと同メ

ーカーの端末機 を設置す ることを要請 され、 これを回線で繋いで相手 メーカー と情報を交

換 する こと等を行 っているのが実情で ある。紙流通業界の特質と して、特 定 メーカー1社

に数社 の代理店が専属す るという型で な く、複数 メーカーに複数の代理店がそれぞれ設置

し、 また当然異な る機能、異 なる操作 の下 に情報交換 を行 うとい う甚だわず らわ しい状態

になって いる。

代理店各社 と卸商か らなる紙流通業界において も取 引関係は複雑に交錯 してい るたあ、

製紙 メーカーと代理店 との間におけるよ うな事態 とな った場合、代理店の数 が多いたあ、

卸商側 の負担 は大変 な ものにな り、負担の 限界を超え ることになる。 このため、本来の各

企業の経 営基盤を強化す る上で情報武装化 のための情報ネ ッ トワー ク化 自体の発展が損わ

れ るに至 ることは明 らかである。

これ らの問題 を一挙に解決する方法 は、各企業あ るいは企業系列の枠 を超 えて普遍的に

通用す る機能 と規模を持 った共同ネ ッ トワー クを構築 して各企業の 自由な利用に供する必

要があ ると考え られる。異機種間ネ ッ トワー クを考え た場合、開発費 は関連す る基本的機

能 のアプ リケー ション ・プログラムを考慮 に入れ ると莫大な金額 にな ることは容易 に想定

で きるが、開発費だけでな くこの新 たな機能 を運営維持す るためのハ ー ドウェアの価格、

人件費等相 当高額 にな ると思われ る。一企業 グループでは、その後の発展度 までを考え併

せ ると、非常 なコス ト高 とな り、経 済性 を失 うこととなる。結局各企業の個 々の努力に頼
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ってい たのでは、業界全体 の合理化を通 じて、業界 の安定化、活性化のために情報ネ ッ ト

ワークの社会的基盤 を創出す る ことは難 しくなるとい うことで ある。

この ため には当業界のいかなる企業 も、 自由に参加利用で きる共通のネ ッ トワークが必

要であ る。特 に、徐 々に発展成熟す ることは確かで あるが、いつ、 どの位 の規模で発展す

るのか判定す ることが困難であるネ ッ トワー クである ことを考えれば、新 たに共同でハー

ドウ ェア等の リソースを購入 して使用す るということは難 しくな り、やは り全国 ネ ッ トワ

ー クを持つ大型のVAN業 者 に業務を委託す ることが最 もよいとい う結論 に達す る。

個別の企業系列毎 の システム開発のための膨大な費用 と時 間が節約で き、またどの位の

運営費用 にな るか容易 に判定 しに くい等 の事情を考 えれば、 自由に参加利用 で き、かつ充

分 な機能を持つVANシ ステムの存在は、業界全体 にとって も非常 に受け入れ易 い考え方、

或 いは方法 とな るわけであ る。

これ によ り、一 つのVANに 業界全体で加入する ことになれ ば、その存 在意義 は最 も大

きくなる。 もちろん、業界内に複数のVANが あ って も、相互 に接続を して、データ交換

を行 うこと も可能 である。但 し、 この場合で も、企業系列による縦割 りのVANで はな く、

横断的機能を充実 させ た共同のVANを 持つ ことが重要である。

紙パ流通業界において も、製紙 メーカー ・代理店 間のVANと 代理店 ・卸商間のVAN

の並立 と接続 は極 めて意義ある ことであるが、 メーカー系列単位 にVANが 存在 して はそ

の意義 を失 って しま う。

か くして、業界VANの コンセプ トが で きたわけで あるが、今一度、 この業界VANの

存在 ない し必要条件 を考え ると、次の各項が浮かび上が って くる。す なわち、

)

)

)

1

0'

3

)4

)5

参加が 自由であ ること。

機能が充分で あ ること。

各機能の選択 的利用が可能で あり且 つ選択利用 を行 って も、他 の参加利用者 に迷惑が

かか らぬ ことが 、初めか ら保証 され ているシステムであ ること。

各企業系列 において、 自前で開発 し且つ運営す るよりもコス トの安い システムであ る

こと。

セキ ュ リテ ィの面で も万全を期せ るシステ ムで あること等 が浮か び上が って くる。

少 な くとも、 この5点 が業 界VANを 考えた コンセプ トの中で保証 され るためには、具

体 的な コンセプ トが更 に詰め られてい く必要がある。

1,3業 界VANの コンセプ ト

紙流通業界だけで な く他の業界 も均 しく直面 して いる 「情報武装化の課題」の解決を図
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るために努力 しているが、当業界 と しての コンセプ トの方 向を示す ことと したい。 これ ら

の コンセプ トの成立 に至 った過程を明 らかにす る ことによ って、業界VANと しての コ ン

セプ トにつ いて、 とりわけ性格的内容を以下 に説 明す る。

業界VANの コ ンセプ トである参加が 自由で ある ことは、①参加の時期 も自由であ るこ

と、②脱退の時期 も自由であ ることの他に③参加が容易である ことが必要であ る。参加 し

よ うと思 って も、そのために大掛か りな 自社 の情報 システ ムの改造であるとか、ハ ー ドウ

ェアの増設が必要であるとかの ことがあれば、 これが制約 とな り、実質上の 自由が阻害 さ

れることになる。

参加の時期、脱退の時期 も自由で あること、言 い換えれば、他 の参加企業 に迷惑が及ば

ないよ うにするには、ど うすれば良 いかが問題で あるが、 この内容を具体的 に考え るとこ

の システ ムに必要なハー ドウ ェア ・運用人員等が それぞれの時期 に応 じて、で きるだ けフ

レキ シブルに対応で きるな らば、 この問題 は解決 で きるわ けである。

このためには、予め定 め られたハ ー ドウ ェア等 の リソースを 自前で用意 し、 リース料等

の継続的負担が ないよ うにす ること、運用人員を この システ ムのためのみに採用 しな いこ

とである。

大手のVAN業 者な らば、参加 の増減、 リソー スの増減 に堪え られ る体質 を元 々持 って

いるはずであ り、それがなければ元来事業 と して成 り立 って いけないわけで ある。

このよ うな理 由か ら、 自営のVANは や めて、大手のVAN業 者 にハー ドウェア込みの

運用を委託す るとい うコンセプ トは① 、②の条件を満た して いると思われ る。

次に③の容易な参加を保証す るにはど うすれば良いか とい うことであ るが、異企業 間の

システムを一つの もの と して利用す る際に、最 も大 きな難関 と して最初に立 ちはだか る も

の は、各 システムにお けるコー ド番号の相違であ る。

商品 コー ド、得意先 コー ド、配送先 コー ド等流通業界 に とって は、情報 システム上 の必

須の アイテムと して各企業 で使用 されてい るが、各企業共 それ ぞれ別個の コー ド体系 によ

り異な った番号が使用 されている。

幸いに して、紙流通業界では通産省指定の分類 による商品取 引先(取 引先 ・配送 先を含

む)に 関する業界統一 コー ドを持 ってお り、各企業が 自由に使用 して きた自社 コー ドを、

それぞれ この統一 コー ドに対応させ たコー ド対応表 を登録すれ ば、統一 コー ドを媒介 と し

て、VAN参 加企業間で は、デー タの交換が可能 になる。 しか も、各企業の システム内容

を、 コー ド体系その ものか ら作 り直すよ うな大変 な手 間は省 くことがで きる とい うことで

あ る。す なわち、 このブ リッジコー ド方式 といわれる ものを採用することとした。

また、各企業 間における一部取引の機密 を保護す る上で、特別の商品を、特別 の販売 ル
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一 トで販売す る場合 には
、同業他者には、そのよ うな商品の存在す ること、或いは通産省

指定の分類に従 って いることにより、ある程度その商品の持つ内在的性質が判 って しまう

よ うな ことをガー ドす るたあに、あ る種の コー ドにっ いて は登録 はす るが公開は しないと

いう登録方式 も採用す ることとした。

また、更 に容易 な参加 とい うことを考えてい くと、ハー ドウ ェア とソフ トウェアの上で

のVAN対 応 とい うことがあるが、 これ にっいてはVANを 利用す る形態の分類か ら考 え

た。後 に詳 しく触れ ることになるが、利用す る形態 は、売 り手を在庫 公開側 と規定 し、買

い手 を在庫検索側 と して規定 した。

売 り手側 の企業 は、今 「何が どの位売れ るか」を売 り手側の問いかけに対 して、回答 を

行え る ことが必要であ り、情報ネ ッ トワークを通 じて、 この回答 を行 うためには、 自社で

刻 々と替わ る商品在庫 の内容を的確 に把握 している必要 がある。 そのため、ある程度 の大

きさの コンピュー タが必要であ るが、買い手側 は、売 り手の持つ コンピュータに在庫 内容

を問 いか ける機能 と発注 を行 う機能があればよいので、さほど大型の機能 を必要 とせず最

小限一台の端末機程度 の性能があればよいわ けであ る。 これによ り買 い手側の経済的負担

は最小限に押 さえ られ 、非常に参加 しやす い型 にな ったと思われ る。 もちろん買い手側で

も既に大型の コンピュータを使 いこな している企業で あるな らば、 ホス ト接続を可能 とす

るプ ロ トコル も提供す る こととした。

また、売 り手側 として も、 自社の在庫の公開をVANの ホス トコ ンピュータを使用 して

VAN内 で処理す る ことを考えるな らば、 この分 としての コンピュータ資源 は少 な くて済

むわけであ る。相 当の高性 能の コン ピュータを 自社 システムと して持 ってい る場合 は、V

AN内 で は コー ド・コンバー ジョン及 びセキ ュ リテ ィ処理を経てデー タを買い手側か ら取

得 して、 自社 内コ ンピュータでの処理内容を回答 と して買い手側 に返送 す ることも可能で

ある。事実、 この 自社内処理方式を採用 してい る企業 は、代理店10社 の内、稼働 当初で7

社、現在で は10社 全 てに達 してい る。

この よ うに、経済 性に留意 しっっ、通常 他のVANで は余 りや らない在庫問 い合わせの

リアル タイム処理 、発注の リアル タイム処理等技術的に も難 しい点を 、紙パ統一通信 プロ

トコルの作成等によ って克服 した。 また費用 をか けて もレスポンスが早 い方が よいとす る

買い手 側、売 り手側 双方 に、公衆通信回線 か ら、特定専用回線、DDX回 線、INS64

回線 までを提供 の レパー トリーに組み入れ る等の配慮 を して、各企業の情報化推進 のポ リ

シーに応 じて、よ り効果的 にVANに 参加で きる途 をひ らいた。

もとよ り、各企業 の情報化のポ リシーは、その企業 の意志 によ り定 まる ものであ り、情

報化 は程 々に して、優秀な人材 を多 く雇用す るとか、在庫の品揃えに経 営資源を投下す る
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とか、あ る程度 まで は情報 システムに傾注す るとか、各企業 の責任 において定 まる問題で

あ る。

業界VANで は、それぞれの企業の情報化志 向の度合 に応 じて、より高度 に も、よ り簡

便に も、経済的に も参加 で きるように考え られ ている。

次に考慮 した点は、紙流通業界の特 徴的な取 引形態で ある。

通常の販売形態は、店舗 販売 、訪問販売、ルー ト販売等 に分類 されてい るが、当業界 は

いわゆ る昔か らの信用取引を基盤 とす るル ー ト販売である。そのため通常は売 り先か ら物

的担保 とか人的保証 とかを求めず 、ただ以前か らの取引経過か らくる信頼関係だけで女子

社員同士の電話一本で も、数十万円の売買、商品の配送等が行われている。

これだ けの信頼関係は、過去か らの取 引関係の継続がな くてはな らないわ けであ る。

このことは同時 に、初 めての相手では取 引が や りに くいとい う面 もあ るが 、新 たに取 引

先を選ぶ には、その取引先が 、既往の取 引先 とその商品の転売先 で競合関係が あるのでは

ないか とい うよ うな判断が必要 な場合 もあ る。新 たな取 引先が、同 じVANに 加入 してい

るとい うだけの ことで、既往 の取引関係に影 響を与 える こともで きず 、又信 用供与 もしに

くいわけで ある。

この問題 を解決す るために、VANで は 「ア クセス権」 とい うものを設定 した。 これ は

加入者がそれぞれ情報交換等を行いたい相手方 を予 め登録 す ることによ って、情報交換の

ルー トを開設 しよ うとする ものであ る。

特定の在庫の公開側 と特定の買 い手側の それ ぞれの情報交換 を行 いたい とい う意思が合

致 して、初あてネ ッ トワー ク関係が形成 され るわけである。在庫 の公開側 も、買い手側 も、

比較的既存 の系列色 の少ない業界 の ことであ るので、それ ぞれ複数 の相手方 を登録す るこ

とが予想 され る。

この結 果、業界VANと い う業界共通のイ ンフラス トラクチ ャーを基礎 と して、数 々の

特定企業間で、個別のネ ッ トワー クが数多 く成立す るわけである。

その上、前述 のように、種 々の程度 の費用投下 によって、それぞれの特色を持 った企業

ネ ッ トワークが個別 にで き上が るわ けである。

紙パルプ業界においては、昭和46年6月 に紙 ・パルプ コー ドセ ンターを設立 した。 さら

に昭和48年 に紙パルプ情報 システム研究所 をつ くり、業界 を一つに して、同一 の コンピュ

ー タで処理 を行 うな らば、デー タ交換等の面倒 な ことも一挙 に解決す るので はないか とい

うことで、各企業か ら人材を集めて システム化 を企画 し、ホス トメーカーと共同で システ

ムの構築等を手が けた。結局大多 数の企業 の同意 が得 られず、実現 に至 らなか った ことも

あ り、計画倒れになるので はないか とい う不安 もかかえていたが、業界VANが 、 このよ
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よ うな各企業の独 自のそれぞれの性格に応 じた情報ネ ッ トワークのイ ンフラス トラ クチ ャ

ーであるとい うコンセプ トを得 られ るに至 り、その実現を確信するに至 った。

画一的な一つの構築物 と してのVANに 、各企業の情報化指向の程度を無視 して、平均

的な程度の システムを想定 し、多 くの企業を加入 させ よ うとい う考え方であ ったな らば、

結局代理店11社 が、 ここまで共 同歩調を とることも不可能であ ったと考えている。

実 に、時宜を得 た企画であ った故 もあ るが、1988年5月 に卸商に対す る説 明会 を行 った

処、積極的に参加 したい とい う卸商か ら、検討の上参加 した いとい う卸商まで含 めると、

90社 中80社 であ った。参加 しない、判 らないの10社 を大 き く離 していたよ うな次第で ある。

(1992年8月 現在の加入卸商数 は37社)

以上が、業界VANの 具体的な コンセプ トの内容で ある。 また紙パ ルプ業界で の評価の

一端を説明 したが
、今後更 に新たな コンセプ トを形成 しっっ発展する もの と考え られ る。
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2.紙 パ 流 通 ∨ANの 概 要

2.1構 築 に至 るまでの背景

(1)紙 パ流通VAN構 想 の背景

紙パ流通業界のオ ンライ ンネ ッ トワーク化は、大永紙通 商が昭和59年 か ら東京の卸商8社

との間で、オ ンライ ンによる在庫問 い合わせ、受発注業務 を開始 した。 さらに、昭和59年 後

半以降、代理店 ごとの卸商 向オ ンライ ンネ ッ トワーク化 が進行 し、3代 理店(大 永紙通商 ・

三菱製紙販 売 ・日本紙 パルプ商事)が 実施 した。 その結 果、卸商 は複数の端末機 を設置せざ

るを得ない状態が出現 した。

3代 理店 の稼働中のネ ッ トワークは、次の通 りであ る。

日本紙パルプ商事

大永紙通商

三菱製紙販売

さ らに、他代理店(3店 以外の)

間の問題で あ り、そ うなると卸商は、図2-1に 示すよ うに取引のあ る代理店 ごとの各 々異

な った機種で操作方法 も異 なる端末機が並べ られ ることとな り、卸商の事務処理が複雑化 し、

重複投 資 ともなる問題 が クローズア ップされて来 た。

この様 な混乱を事前 に解決 して ほ しい、 との卸商か らの強い要請 もあ り、 これを解決す る

ため検討 し考え出 され たのが、VAN活 用 による交通整理 である。すなわち、図2-2に 示

す よ うに卸商 に設置す る端末機 は、複数 を置かな くて も1台 で使え るよ うにとの考えを基本

にVAN構 築を進める こととなった。 この結果、VAN構 築 は情報処理 コス トの削減 ・標準

化の進行 など大 きなメ リッ トが予想 され る。

ヤマ ト、米山紙 商事、竹尾、三和紙業

千代 田洋紙、神 田洋紙店、稲岡、東京、高 田、富国紙

業、 シオザ ワ、三和紙業、二葉紙業

竹尾、東新紙業 、中庄 、四国洋紙店、七洋紙業、京橋

紙業

も競合上、ネ ッ トワー ク化実施の名乗 りを上 げるの は時
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代理店ABC

卸 商ab

(端末機)ABCDABCDABCD

図2-1VAN構 築前 のネ ッ トワー ク

店理代

商卸

　機末端( VVVV

図2-2VAN構 築 後 の ネ ッ トワー ク
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(2)'紙 パ流通VAN構 想 の動機

紙パ流通VANは 、代理店 と卸商間の取 引情報をオ ンライ ン化 し、共同の受発注情報処

理機構 を流通業中心 に行 お うという意図で、構想され た。

紙パ ルプ業界 も近年 、商品の小 口化、多様化、短納期化が進み、情報処理 コス トは益 々

増大 の傾 向にあるが 、 コンピュータネ ッ トワー クの構築 は、企業内 もしくは同一 グループ

内だけにとどま らず 、全業界 を網羅 した、かつ、流通主導の発想 で行わ なければ、業界全

体の合理化 には結 びつかないという考えが、その背景 にあ った。

前述 したよ うに、 すで に昭和59年 後半以降、代理店 、卸商間では縦系列のオ ンライ ンネ

ッ トワークが3代 理店 によ り始 まっていたが、卸商か らは取引のあ る代理店 ごとの各 々異

な った機種あ るいは、操作方法 も異なる端末機が並 べ られ るという危機感が生 まれ た。 こ

のよ うな混乱を事前 に解決 して ほ しい との要望が卸 商か ら代理店に申 し入れがあ った こと

も、共 同でネ ッ トワー クを構築 しようという動機であ った。

そ もそ も、紙パ ルプ業界 の流通ルー ト特に卸商 と代理店 との間で は、メーカー系列 にこ

だわ らず 、代理店 と卸 商で品揃えを し需要に対応 してい るので、流通情報 システ ムとして

は、取 引生成の形態 か らみてむ しろ横断的機能を充実 させ るのが流通業 にとって重要 なの

であ る。

また、11代 理店の情報処理 コス トは、1986年 で年 間約26億 円(1989年 で32億 円、1991年

で36億 円)と な って い るが、各 々がバラバ ラのネ ッ トワー ク化を実施 すれば、大 きな開発

投資が必要 とな り、 その後 になって統合ネ ッ トワー クを作 ろ うと して も非常にや りに くく

な ることは明 らかで あ る。(表2-1参 照)

画一 的な一つの構 築物 としてのVANに 、各企業の情報化指向の程度 を無視 して、平均

的な程度 の システムを想定 し、多 くの企業を加入 させよ うとい う考えかたであ ったな らば、

結局代理店11社 が、 ここまで共同歩調をとることも不可能で あった と考 えてい る。

実 に、時宣を得 た企 画であ った故 もあるが、卸商に対す る説明会を行 った処、積極 的に

参加 したいとい う卸 商か ら、検討の上参加 したいとい う卸商 まで含め ると、90社 中80社 で

あ った。参加 しない、判 らないの10社 を大 きく離 していたよ うな次第である。

他業界VANの 多 くは、系列がかな りはっきりしてい る企業系列間で動 いてお り、その

狙い もライバル企業 に対 する差別化、競争力強化であ ると思われ るが、紙パ流通VANは 、

は じめか ら共同化 を 目指 した ものである。
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表2-1代 理 店 の 持 つ ホス ト ・コ ン ピュー ター 覧(1987年3月 時 点)

代理店名 メー カ ー名 機 種

1 岡本 ユ ニ シス シ リーズ80/65AD

2 大倉紙パルプ商事 日本電気 ACOS-430モ デ ル20

3 三幸 日本電気 ACOS410-30

4 サ ンミック通商 IBM S/3840L,S/38600

5 大永紙通商 日立製作所 M-260D

6 日本紙パルプ商事 日本電気 ACOS-650

7 日亜商会 NCR V8555-IIE

8 服部紙商事 富士通 FACOMM-340R

9 丸大紙業 富士通 M-310

10 マ ンツ ネ 日本電気 システ ム150/78

11 三菱製紙販売 ス トラ タ ス XA-600

(3)紙 パ流通VANの 検討経過

具体的な紙パ流通VANの 検討経過 は、昭和60年6月 に東京洋紙代理店会 に計数部長で

構成 され るVAN委 員会を設置 し、営業担 当役員か らなる常任委員会、社長 で構成 され る

取引委員会 と、それぞれの視点か ら検討 され た。

東京地区代理店有志11社 は、昭和61年12月 、 「紙パ流通VAN設 立準備室 」を発足させ

ることに合意 し、昭和62年3月 よ りその具体化 に向 けて研究 を続 けて、同年末成案を得 た。

代理店11社 とは、㈱岡本 、大倉紙パルプ商事㈱ 、三幸㈱ 、サ ン ミック通商㈱ 、大永紙通 商

㈱、 日本紙パルプ商事㈱ 、㈱ 日亜商会、服部紙 商事㈱、丸大紙業㈱ 、㈱ マ ンツネ、三菱製

紙販売㈱である。 この システムの稼動開始時期 は、平成元年2月 で ある。

検討の経過は、次の通 りであ る。

昭和60年

6月 ・東京洋紙代理店会 に、VAN委 員会を設 置。(11代 理店の計数、 システム部

長 クラスで構成。)

昭和61年

3月 ・ワーキ ンググループを設置 し、答 申案の着手。

4月 ・紙パルプ コー ドセ ンターでは、品名 コー ド体系 を6ケ タか ら8ケ タへ変更す
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6月

7月

8月

12月

昭和62年

1月

3月

8月

11月

昭和63年

1月

3月

7月

8月

10月

11月

平成元年

2月

ることを決定。

・代理店会役員会へ説 明。

・東京洋紙同業会情報化研究会へ説 明 し、研究会 メ ンバーに ヒヤ リング。

・常任委員会にて検討 開始。

・取 引委員会で紙パ流通VAN設 立準備室の設 置を決定。

・通産省 よりの品種分類体系の変更通知 にっ き、対応策 の検討 を開始。

・さ らに、具体的な検討を進め るために11代 理店 によ る紙 パ流通VAN設 立準

備室を スター ト。

・VAN業 者 を選定 し、運営組織(運 営会社)案 を提示。

・卸商(東 京洋紙同業会)へ 第1回 説明会 を開催
。

・紙パ流通VANシ ステム概要 を確定
。

・VAN業 者 と契約 を完了。

・VAN業 者でVANソ フ トウェア開発 を完了。

・パイ ロ ッ ト代理店でテ ス ト。

・パイ ロ ッ ト卸商でテ ス ト。

・運営会社 を設立 し、参加募集を開始。

・本番稼動(パ イ ロッ ト卸商か ら順次参加卸商を稼動)
。

(4)VAN業 者の選定

VAN業 者の選定方針 は、11代 理店が利用 している コンピュータが、 コンピュータメー

カー7社 、機種が11機 種であることか ら、 コ ンピュータの メーカー系を避 け中立的VAN

業者数社か ら選定 し決定 した。

まずVAN業 者の選択では、初めか らコ ンピュータメーカー系のVAN業 者を除外 し、

中立系 のVAN会 社 に絞 った。仮 にどの業者 を選んだ と して も、構 築 して い く上で必ずや

そのメーカー色が現れ るだろ うと判断 したか らであ る。

この結果 、最終選考に残 ったのはrNTTデ ータ通信(選 考当時は、NTTの デ ータ通

信事業本部)」 「イ ンテ ック」 「東洋情報 システム」 「日本総合研究所(選 考当時 は、 日

本情報サ ー ビス)」 の4社 であ った。 これ らのVAN会 社か らの提案書を比較 、検討 し、

日本総合研究所 に決定 した。

将来、代理店 と卸 商が数多 く参加 した ときも十分 、業務 をこなせ るだ けのハー ドウエア
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・リソース、 コンピュータのバー ジョンア ップな どにも追従で きるソフ トウェア開発能力、

さ らにはVANの 運用、保守の面 などで 自営で はまかないきれないと判断 し、 自営VAN

の構想 は、途 中の段階で見送 られ た。

VAN業 者 を選択す る際の評価項 目 として は、 「接続機能」を最重点 にVAN業 者を評

価 す ることと した。

VAN業 者の評価 は、10個 の評価項 目を決 め、それぞれ に配点 を設定 して1000点

満点で比較、検討す る方式を採用 した。 その評価項 目と配点、評価 のポイ ン トは、表2-

2に 示す通 りであ る。具体 的には各代理店 に評価項 目当た り10点 満点で採点 して もらい、

それ らを集計 して表2-2に 示す配 点に従 って再配分 した上で合計点 を求 めた。

配点で特徴的なのは 「接続の機能 」が200点 と高いこと。 これはVANを 利用 した代

理店 一卸 商間の リアルタイ ムの在庫 検索および受 発注の実現 に重点を置 いたためであ る。

また、r何 で もで きます』 とい う業者 は信 用で きない。逆 にrで きる』rで きない』を

明確 にす る業者の方が、 システム ・エ ンジニ アの立場か らは理解で きるとい う評価 もあ っ

た。

表2-2VAN業 者 を選択す る際の評価項 目と配点

項 目 評 価 の ポ イ ン ト 配点

1.接 続 の機能 ①柔軟性 ・拡張性(接 続メニ ューの選択肢)② 代理店側
開発の容易性 ③多重処理の考え方(論 理経路)

200

2.開 発 費用 100

3.運 用 費用 150

4.レ ス ポ ンス VANの 中で処理時間のみ 100

5.ハ ー ドウ エ ア ①VANセ ンターの ホス ト・コ ンピュータ ②推薦端末 50

6.実 績 ① ネ ッ トワー ク ・システ ム ② リアルタイム接続
③ トラ ンザ クシ ョン処理

50

7.開 発 サ ポー ト ① プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジ メ ン ト ② コ ンサ ル テ ィ ング

③ アプ リケー シ ョン ・サ ポ ー ト

100

8.運 用体制 ①障害対応 ②機密保護 ③運用サポート 50

9.ネ ッ トワ ー ク 地方展開 50

10.印 象 ①提案書に対する理解度 ②営業、SEの 対応力、柔軟性
③積極性 ④提案 してきたシステムに対する信頼感

150

総 得 点 1000
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2.2シ ステムの概要..・"

(1)シ ステムの特徴

紙パ流通VANの 特 徴 は、特定の代理店 あるいは特定の系列 グループ間で実施 しようと

す る ものではな く、当初か ら紙流通業界全体を対象 と し、 自由な参加を前提 として いるこ

と、 また、各参加主体 が、全 て単一の システムを画一的に利用す る形式の もので はな く、

代理 店 も卸 商 もそれぞれ 自社 を中心 と して、複数の相手 方 と合意の上で、情報ネ ッ トワー

クに結 びついてい くことにある。

当初 は、東京地区代理店 とその取引範囲における卸 商 との間で、卸商側か らの各取 引代

理店 の在庫 品検索及 び発注、配送手配、引取手配のオ ンライ ン リアル タイム化 と請求書等

の各種 データ交換 の開発 を対象 と したが、そのサー ビス可能地域 も現在で は全国 に広が っ

てい る。

システムの開発主体 は代理店11社 で、開発費 は在庫公 開側で各社均等負担 にす ることと

した。

(2)シ ステムの概念

紙パ流通VANは 受発注のオ ンライ ンネ ッ トワー クで あ り、デー タベースの構築 を目的

とした もので はない。

卸商 は、端末機でVANホ ス トを経 由 して、代理店が保有 している在庫を検索 し、出荷

手配、引取書出力 あるいは発注手配 を リアルタイムに行 う。また同 じデータを使 って、同

じ端末で代理店か らの仕切書 、請求書を出力 した り、 メール ポ ッス機能を使 って諸 データ

の フ ァイル交換 も行 う。

これ らのデー タ処理 にあた り、VANホ ス トの中で は業界統一 コー ドを使用 し、各企業

独 自の コー ドと業界統一 コー ドとの相互変換を行 うことを基本 システムと している。 これ

を図示すれば図2-3の よ うになる。

この結 果、卸商 と代理店に次の よ うな メ リッ トを もた らした。

〔卸 商の メ リッ ト〕

① 同 じ端末機か ら同 じ画面、同 じ入力方式で、各 々加入代理店の在庫 を問い合わ

せることがで きる。

② 同 じ方式 で、代理店在庫品に対す る出荷手 配が即時処理方式 でで き、 さ らに発

注手配 もで きる。

③ 同 じ端末機 か ら仕切書、請求書、預 け在庫 表などのデー タを入手で きる。

④ 言 い違 い、聞 き違 いを防止 で きる。

⑤ 代理店各社 の請求書、仕切書、引取書の統一化を促進 す る。
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⑥ 自社の独 自コー ドを利用 して、VAN端 末へ入力で きる。

〔代理店の メ リッ ト〕"

① 電話応答 に対す る担当者の手間が省 ける。

② 在庫照会、受発注事務が削減 され る。

③ 卸商 と同一 データを使用す ることによ り、受注後 の処理がス ピー ド化 され る。

④ 自社 ネ ッ トワークコス ト、開発 コス トを軽減で きる。

なお、 ここでい う 「代理店」 とは在庫を公開す る側(在 庫 を所有 している側)を いい、

「卸商」 とは、その在庫を検索 し仕入れ る側をい う。従 って卸商であ って も代理店行為 を

しているものは、 システム上は代理 店の立場にな ることにな る。

11紙 ・パ ル プ コー ドセ ンターll

業 界 コ ー ドメ ンテ ⑳囲
=

メ

日本総合研究所

《紙パ 流通VAN》
(VAN業 者)

[璽 墾コ(鶴 公開側) [亜=亘 コ(在 職 索側)

酊 劃 一7
≧

紙パ流通VAN
メー∫レボ,ク スサービス

一 一緬　 一 VANホ ス ト
工喘 .馴一一 一

在 庫 ファイル 賢,＼

、

/、
＼ 、

＼ 、

＼ ノ
＼ 、

＼ 、

＼ 、一

功 ・イル ⑳ 圃
璽

代理店

在庫 フ ァイル

'
＼

エ ⑳ 函_圃一
オンうイン・サー ビス

(代理店在庫照会、手配他)

図2-3紙 パ流通VANシ ステム概念図
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(3)シ ステムの機能

紙パ流通VANシ ステムが提供で きる機能 は、大 き く分 けて以下の2項 目で ある。

トラ ンザ クション交換 サ ー ビス

(オ ンライ ン ・サー ビス)

紙 パ 流 通VANシ ス テ ム

フ ァイル交換サ ー ビス

(メールボ ックス ・サー ビス)

① トラ ンザ クシ ョン交換サ ービス(オ ンライ ン ・サー ビス)

〔概 要〕

代理店 のホス トコ ンピュータと卸 商のVAN端 末機 とを、VAN業 者のスイ ッチ ング

機能 を介 して接続 し、主 と して代理店 に対す る在庫照会 ・在庫手配 などを リアルタイム

に行 うシステムである。

卸 商 ホ ス ト 代理店ホスト

VAN端 末

〈卸商〉 〈VAN>〈 代理店〉

点線部分 は現在検討中であ り、 これが完成すれば、卸 商の 自社 システムに接続す る端

末か ら、代理店に対する照会 ・手配が行え るよ うにな る。

〔対象業務〕

a.在 庫照会

・対象 となる在庫 の種別

一般在庫

引 当在庫(特 定の引当先 のある もの)

預か り在庫

メーカー在庫(代 理店 ホス トで管理 している もの)
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・問い合わせ方式

代理店、銘柄、規格の指定

代理店、品種、規格 の指定

b.在 庫手配

配送手配

引取手配

c.引 取書 の出力

d.確 認業務

手配デー タの照会

手配一覧表 の照会

e.発 注手配

f,マ スターメ ンテナ ンス

統一 コー ド

パ ーソナル コー ド

コー ド照 会

〔シス テ ム環 境 〕

a.代 理 店 ホ ス ト

・回線

専 用 回線9600bps

・通信 制 御手 順

〈上 位 プ ロ トコル〉 紙 パ プ ロ トコル(リ ア ル接 続)

〈下 位 プ ロ トコル>BSCコ ンテ ン シ ョ ン

X.25(80年 度 版PVC)

b.VAN端 末 機

・回線

公衆 回 線 、DDXパ ケ ッ ト交換 、

専 用 回線 、INSパ ケ ッ ト交 換

・通 信 制 御手 順

IBMSDLC3270(漢 字)手 順
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〔在庫公開方式〕

紙パ流通VANに おける在庫公開方式 は代理店内在庫方式 とVAN内 在庫方式 の二方式

が あ り、各代理店が選択す ることが出来 る。また、両方式を併用す ることも出来 る。 ここ

で い う代理店 とは在庫を公開す る側 をいい、卸商 とはその在庫を検索 し仕入れ る側 をい う。

従 って卸 商が在庫公開側 にな ることもで きる。

a.代 理店 に公開在庫を持つ方式

卸 商 VAN会 社 代理店

i
ii<

ii
i-.i

公開在

公開在庫は代理店 ホス トに持つ方式で、各代理店が 自社 システムの もとで管理す る在

庫であ る。

b.VANに 公開在庫 を持つ方式

卸 商 VAN会 社 代理店

口

<

公開在

ホス ト

公開在庫は代理店よ りVANヘ フ ァイル転送 し、VANホ ス トに持つ方式で、代理 店

管理在庫の一部をVANホ ス トの在庫 ファイルに取 り込ん だ もので 、VANシ ステ ムが

管理す る在庫であ る。現在 は、在庫公 開側10社 全てがa.の 方式 を採用 してお り、 この

方式 は今後な くな る方 向にあ る。

〔接続形態〕

紙パ流通VANに おける接続 形態 と検索在庫 の概念 は、図2-5に 示す通 りであ る。
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図2-5紙 パ流通VANに おける3っ の接続 形態

卸 商 VAN会 社 代 理 店 特 徴

1.リ ア ル接続 1.リ アル接続

リ
VAN端 末機 VANホ ス ト 代理店ボス ト

～ 蟹 露 盤 フ・イルだア

<⊃ ・
∋

『 ・
く ・○ル く

) lll (2)
る麟 な醗 の同期をと

接

続

X.25

BSC

手 順㊨
社内端末

(3)
ポ》会鴎 黍麟 ㌍ レス

在庫 ファイル)

2.バ ッチ接続 2.バ ッチ接続
"
、

ソノ、 VAN端 末機 VANホ ス ト 全銀8川頁 代理店ホスト 社内端末

チ う ' 9 ≧ ・
,○<⊃ ・ ……[lil N接

続

…
/:
}

②

VAN端

六'、

i・

}

(D代 理店とVAN双 方に在持
つ。庫ファイル

{2)撚櫟 ～耀

:::鱗灘
)
VAN側 の
在庫ファイル

) )
袋劉吻ル 櫛 灘1蓮
8縫 孝=多 鶴 舞莞を竃羅

3.逆 リ了ル接続 3.逆 リアル接続

逆

リ
(1)代 理店とVAN双 方に在庫
ファイルを持つ。

ア VAN端 末機 VANホ ス ト 代理店ホス ト 社内端末 (2)
はy哀甥 窪懐 ぢ萩/

◎⑦①〉 二''"
1 Lル

○ ・
`

lill
、

)
i卜 、1ト○
糠欝 二接

続 過
)

X.25

BSC

手 順

↑
:

}

) 懲懲舞
VAN側 の
在庫ファイル 袋齢99ル

纏 露=多

(4}鍵灘 商議

9㌃麟 轡 フ・
(5)
ス§顎 耀 蚕纏 繁
る 。
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② フ ァイ ル交 換 サ ー ビス(メ ー ル ボ ックス ・サ ー ビス)

〔概 要 〕

請 求 デ ー タや 配 送 デ ー タ等 諸 デ ー タの フ ァイル 交換 を メー ル ボ ックスを介 して 行 う。

P-EDI
フ ァイル交換 サー ビス

メールボックス

〈卸商〉 〈VAN>〈 代理店>

1991年1月 よ りP-EDIシ ステムの ファイル交換 サー ビスとVAN間 接続 されてお

り、卸商 と物流業者間の ファイル交換が可能になって いる。

〔対象業務〕

・代理店 ・卸商間の交換 データ

当 日デ ータ

手配デー タ

仕切 データ

請求 データ

在庫残高デー タ

・卸商 ・物流業者 間の交換 デー タ

配送依頼データ

運賃報告データ
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〔システム環境〕

代理店 ホス ト

・回線

公衆 回線、DDX回 線交換、

専用回線 、INS回 線交換

・通信制御手順

〈上位プ ロ トコル〉 紙 パプロ トコル(バ ッチ接続)

〈下位 プロ トコル〉 全銀手順

卸商ホス ト

・回線

公衆回線 、DDX回 線交換、

専用回線、INS回 線交換

・通信制御手順

〈上位プ ロ トコル〉 紙パ プロ トコル(バ ッチ接 続)

〈下位プ ロ トコル〉 全銀手順、J手 順

(4)業 界統一 コー ド

紙パ流通VANシ ステムの中では、業界統一 コー ドを使用 す る。 しか し、代理店 ・卸商

は独 自の 自社 コー ド体系 を使用 しているのが現状で ある。従 って、業界統一 コー ドと各社

の コー ドとの対応表をあ らか じあ登録 しておかなければな らない。 これ により、VAN端

末か らの入力は自社 コー ドで可能 にな り、VANシ ステムの中で、業界統一 コー ドを介 し

て変換を行 うことによって、企業 間相互 の情報交換が可能 とな る訳であ る。 この コー ド変

換がスムーズにい くためには、あ くまで も業界統一 コー ドが整備 されてい ることが前提 で、

コー ドの登録 ・維持管理 は、VANの 生命線であ るので、 さ らにコー ドセ ンターを充実 す

る ことが重要 になってい る。紙パ流通業界の コー ドセ ンター として は、紙パルプ コー ドセ

ンターが ある。(第4章 を参照)

⑤ 機密保護 とアクセス権

VAN構 築 にとって重要 な課題 は、機密保護の問題で ある。企業の中には自社の情報 を

取 られるのを恐れてVANに 入 らないケース もみ られた。

代理店 と卸商がVANシ ステムを介 して情報 ネ ッ トワー クを結ぶ とい うと、他社 に全て

情報が分かって しま うとい う人がいたので、 この誤解を といて きた。

取引関係のない企業 間では、在庫の公開、検索 はで きないよ うにな ってお り、代理店 と
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卸商はあ らか じめ、 どこと接続するかにっいて図2-4に 示す ような登録を行 うことにな

っている。A代 理 店 はa卸 商 およびe卸 商 と取引関係が なければネ ッ トワークも結 ばれな

い仕組み にな ってい る。 これをア クセス権の登録と呼んで いる。

例 えば、a卸 商 は、取 引関係の成立 している代理店B、C、Eと はア クセス権が あ り在

庫照会 などの処理 が可能であるが、取引関係のない代理店A、D、Fと はアクセス権 がな

く、処理 はで きない とい うことである。従 って、 自社の情報が他の全 ての(取 引関係 のな

い)卸 商 に洩れ る心 配 はないが、 この仕組みにっいて は当初 は理解 され なか ったが 、稼 働

後は全 く問題を生 じていない。

x A B C D E F

a × ○ ○ × ○ ×

b ○ ○ × ○ × ○

C ○ × ○ ○ × ○

d ○ × × ○ ○ ○

e × ○ ○ × ○ ○

図2-4ナ クセス権の登録

2.3運 営会社の設立

(1)設 立 の経緯

業界VANの コンセプ トは、 自由な参加、 自由な利用、 自由なネ ッ トワークの構築 であ

り、言 い換え ると、各個別の 自由意志 によ って成立 した各個のネ ッ トワー クの大同団結 に

より、よ り大 きな経 済性 を獲得で きたが、やは り中心 となる重要な課題 は これ らの動 きを

公平 な立場か らま とめ る運営機関が必要である。

自由に使え るシステムまで は構築 して も、いざその システ ムを利用 しよ うと した場 合、

各個別の グループが それぞれVAN会 社 とコンタク トす ることを考え ると、意外 に手数 が

かかる ものである。'

そ こで考え られ たのが、運営会社の設立である。各個別の グル ープは、その グループ毎

の会社名を運営会社 に登録すれば、その中に属 しているあ る会社が、更 に他の グループ に

属 しているよ うな場合 であ って も、VANの 利用者 と しての共通的な一元 的管理 が可能 で

あ り、又事実上 、紙 パ流通VANの 統合ネ ッ トワー クを扱 うVAN業 者 に対 して も共 同の、

あ るいは同一 の歩調 を取 った交渉団体 と しての地位を確保で きるわけである。
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また、運営会社 自体の運営 を通 じて 、共通の問題の解決 を図 り、更に高度 な システムの

開発導入等 も可能になると考 え られ る。

そ こで紙パ流通VANの 運営 を 目的 とし、中立 公正な立場 の運営会社を設立す ることに

よ り、よ り効果的な利用 と機密 の保持 が得 られ ることになる。業界内の 自由な競争 と調和

とい う考え方の 中で、業界全体 の基盤 整備、合理化 、質的向上 を図 る ことがで きる。

こうして、昭和63年11月 に設立 されたのが、株式会社 カ ミネ ッ トであ る。カ ミネ ッ

トの会社概要(1992年8月 現在)は 、次に示す通 りである。(組 織図 は、図2-8を 参照)

号

地在

商

所

・設 立 登 記

・目 的

金

主

本資

株

●

●

・取 引 銀 行

・決 算 期

・代表取締役

・常務取締役

・取 締 役

・監 査 役

・常 勤 社 員

株式会社 カ ミネ ッ ト(英 文名KAMINET,LIMITED)

〒104東 京都中央区新富2丁 目7番4号 吉本 ビル4F

TEL.03-3555-0545FAX.03-3297-3267

1988年10月21日

①紙および関連商品の取引における情報処理サ ー ビス業務

②電子計算機 および周辺機器、な らびに、 コンピュータソフ トウエアの

開発 ・販 売 ・賃貸業務

③情報 システ ムに関 す るコンサルタ ン ト業務

4,950万 円

大倉紙パルプ商事㈱ 、㈱ 岡本、三幸㈱、サ ン ミック通商㈱ 、大永紙通商㈱

日本紙パルプ商事㈱ 、㈱ 日亜、服部紙商事㈱ 、丸大紙業㈱、㈱ マ ンツネ

三菱製紙販売㈱

さ くら銀行 ・築地支店

毎年3月31日

関 章

三宅 昭郎

加来浩二 熊井喜愛 高橋義男 宮本雄治

津吹 脩 石川幸男 村 田一郎 的場 謙

徳田辰男 伊藤 弘之

三宅昭郎(常 務取締役 ・統括)増 田義昭(財 務 ・コー ド推 進部長)

古島和男(渉 外 ・標準化部長)谷 口達也(技 術部長)

渡辺紗智子(庶 務 ・経理担 当)
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取 締 役 会

運 営 部 会

技 術 部 会

卸 商 連 絡 会

社 長

・運営部会:加 入会社へのPR・ 調整、

取 引ルールの普及 、及 び運営会社の
運営、P-EDIと の連携に関 して

討議す る。VAN業 者 も参加 する。

・技術部会:技 術及 び標準化に関 して

討議す る。VAN業 者 も参加す る。

・卸商連絡会:VANに 加入 した代理

店、卸商の連絡協議機関 とし、必要
あればVAN業 者 も参加す る。

渉

外

部

標

準

化

部

技

術

部

財

務

部

コ

ド

推

進

部

図2-8カ ミネ ッ トの 組 織 図
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(2)運 営会社 の業務

運営会社の主な業務を列挙す ると次の通 りで ある。

① 加入、脱退 、アクセ ス権登録、等の契約及 び事務取扱

紙パ流通VANへ の加入、脱退、端末機 の接続、変更 、ア クセス権の登録、及び契約

を行 う。

② 課金 の請求、集金、支払

運用組織図の如 く加入者 は、課 金を運営会社 に支払 うこととしてい る。但 し、回線料

等はNTTに 、また端末機の保守 、 リース料は リース会社に加入者が直接支払 う。そ

のため、運営会社 はVAN業 者(日 本総合研究所)の 請求を もとに加入代理店、卸商

に対 し請求額 を計算 し、請求 し、集金す る(自 動 引落契約を加入時 に締結 す る)。 そ

してVAN業 者 に一括 して支払を行 う。

③ コー ドの追加 、変更、削除の受付及び事務管理

④ その他管理業務

その他管理面で次 のよ うな業務 を行 う。

・取締 役会、運営部会、技術部会 、卸商連絡会の事務局

・加 入会社 、VAN業 者 との折 衝、調整、連絡

・官庁、業界 内外の団体 、企業 との調整、広報、宣伝

⑤ 技術的業務

技術的 には、次の ような業務を行 う。

・システム、ネ ッ トワークの管理

・システム共通 ソフ トウ ェア等 に関す る新 規開発、改善等に関す る企画、立案実施管

理

・ ファイルの管理

・ 共通 マスターの管理業務

・VAN会 社、運営関連企業等 との技術的連絡

・ コンサルテ ィング業務 、端末の紹介 、取次

⑥P-EDI事 務局か らの事務委託 とP-EDIの 各部会への参加

・P-EDIに 関す る事務の うち、上記の① ・② ・④ にっ いては事務局 よ り委託 を受

けている。(P-EDIに ついては、第3章 を参照)
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2.4紙 パ 流 通VAN加 入費 用概 算(1992年8月 現 在)

(1)契約 保証 金(無 利 子 の預 り金)… …-300,000一

(単位:円)
2磯 器構成 と回線
① と③ は同一回線を使用す る
もの とす る。

①本店 ②支店 ③ ファイル転送用
ホ ス ト接 続

④配送センター
引取書出力

回 線 INS-P9600

Dチ ャ ネ ル

INS-P9600

Dチ ャ ネ ル

INS-C9600 公衆2400

端 末
(推奨端末の一例))

NEC
N5200-03LA

シ ン グル

3.5インチFL

自動 給 紙PR

NEC
N5200-03LA

シ ングル

3.5インチFL

自動 給紙PR

NEC
N5200-03

シ ングル

5インチFL

自動 給紙PR

⑧一時費用
①回線 (単 位:円)

項 目 支 払 先 ①本 店 ②支 店 ③ ファイル転 送

用 ホスト接 続

④配送センター
引取書出力

合 計

契 約 料 NTT 800 800 800 2,400

工事負担金 NTT 72,000 72,000 72,000 216,000

配線 ・電源 工事 最寄 りの業者 (時価) (時価) (時価) (時 価) (時 価)

工 事 費 NTT 約30,000 約30,000 30,000 90,000

VAN端 末接続
準備料 カ ミネ ッ ト 50,000 50,000 30,000 50,000 180,000

合 計 約170,000 約170,000 約50,000 約170,000 約560,000

②機 器(TAを 使用 した場合は、モデムは不要)

(4)月額費用

① 端末(保 守料を含 む)(下 記 は推奨端末の一例)

②接続料 ・回線料 ・処理料(*は 変動料金)

項 目 支 払 先 ①(TA) ②(TA) ③(TA) ④(モ デム) 合 計

通 信 機 器 購 入 先 約200,000 約200,000 約150,000 約150,000 約700,000

項 目 支 払 先 ①本 店 ②支 店 ③ ファイル転送
用 ホスト接続

④配送センター
引取書出力

合 計

リース料 と保守料 リース会社 37,940 37,940 42,040 75,880

項 目 支 払 先 ①本 店 ②支 店 ③ ファイル転 送

用 ホスト接 続

④配送 センター
引取書 出力

合 計

VAN接 続料 カ ミネ ッ ト 25,000 15,000 10,000 10,000 60,000

回線使用料 NTT 6,400 6,400 2,600 15,400

通 信 料 NTT *10,000 *10,000 *(注1) *2,000 *

処 理 料 カ ミネ ッ ト *12,000 *12,000 *(注2) *0 *

合 計 *53,400 *53,400 * *14,600 *

(上記金額には、別途消費税がかかる)

一27一

(注1)10円/3分

(注2)1円/128バ イト

仕 切 ・請 求 データ:3円/1件

当 日 ・手 配 データ:4円/1件



2.5今 後の課題

紙パ流通VANは 、共 同ネ ッ トワークと言い換え た方が よいので はないか とも考え るが、便

宜上暫 くVANと い う言語 を使 うこととす る。 このVANで は取 り敢えず、紙流通業界での代

理店 と卸 商の間のネ ッ トワー クに留 まっている。

実際 は、各代理店、卸商 とも背後 に、運輸業者 や倉庫業者等 とのネ ッ トワー クを持 って いる

ところ もある。その たあ、実 際には これ とも直接っ なげた方が よいとの考え方 もある。物流業

者 とのVANは 、当初 カ ミネ ッ トで行 うことを企図 したが、紙パ流通VANの 実績 をみて、紙

パルプ情報 システム研究所のP-EDI事 務局に引 きつがれた。 また各企業共、重要 な取 引先

と して印刷業や出版業の各企業 とのネ ッ トワークが必要 で はないか との考え方 もあ る。

しか しなが ら全 く同一の システ ムで流用で きるとは考え難い点 もあ り、各企業に とって はそ

れぞれ重大な課題で ある。

代理店 は大型印刷 業 とのネ ッ トワー クは組みたいが、卸商側 と しては、 このネ ッ トワー クで

印刷業 まで代理店に接続 されて は、卸商 としての販路が狭 くな るのではないか等の利害上 の衝

突 も考 え られないわけではない。

しか し、 いずれ は卸商 自体 として も、印刷業 との ネ ッ トワー ク等が、安い費用でで きるな ら

ば、必要であ る時代 も迫 っていると考え られ る。特 に、パ ソコン間通信等の最近 の発展を考え

る と、技術的可能性 は充分にあると考え られ る。

紙パ流通VANも 、 いずれは これ らの端末同士 の通信 、機能等を採 り入れていけば、 より有

効 に業界発展の基盤 とな り得 るもの との発想 もあ る。さ らに、 この ような ことか ら、いずれ は

金融機関 との接続 、また他の業種 のVANと の相互接続 も考 え られ る。

以上のよ うな事柄が 、残 された課題 としてあるが、 これ らの課題が今後 ど うな って行 くか予

想す ることは、 はなはだ難 しい点 があ る。

しか し、あえて申 し述べれば、VAN成 立の経過のよ うに、各企業の 自由な情報 システムの

取 り組 みを許容す る考 え方 と、又で きるだけ多数の参加が、経済的理 由か ら阻害 されないよ う

な、 自由と公平の調和 が とれ た考え方がある。紙流通業界の共同ネ ッ トワー クの理念 と してあ

り続 けるな らば、現在残 され た課題 と して考え られて いる各事項 も、 コンピュータ及 び通信技

術の更なる発展 と低廉化によ って、追 々と解決 され るもの と考え られる。

現在、各業界において は、情報武装化の旗印の下 に各種 の業界VANが 設立 され、企画 され

っっ あるが、 これ らは情報武装化 によ り業界内の他業者 との競争 の優位化を 目的 とす る もの、

あるいは画一的 に組織 されたVANで あ り単一のVANシ ステ ムとして稼働す るものである。

しか し、紙パ流通VANで は、 「自由な参加 」、 「自由な利用」を文字通 り実現で きるよ う、

代理店 、卸商の全てにわた って、現に利用 されて いる コンピュータの機種、並 びにその大小 を
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問わず、代理 店及び卸 商間の多様 な情 報 コ ミュニケー シ ョン網の独立 自尊の成立を 目的 と して、

企画されてい る。

また、得意先か らの発注 時点 と納期までの短時 間化 とい う、いわゆ る リー ドタイ ムの短 縮化

の傾 向は、益 々その度合 いを強 めてお り、正に これ に対応す ることが各企業の社会的な使命で

あ るかの ごとき感 を呈 してい る。

紙パ流通VANの もう一 つの特色である最新の情報化テ クノロジーを多方面 にわた って駆使

した在庫照 会の リアル タイム化、受発注の リアルタイム化 は、 これ らの社会的な要 請 に良 く応

え得る ものであ り、当業界 の社会的な基盤をよ り強固な もの と し、業界繁栄 に資す る もの と考

え る。
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3.P-EDIの 概 要





3.P EDIの 相牙要

3.1構 築 に至るまでの背景

最近 の産業界における情報化 は、企業活動の効率化ニーズの高 ま りを背景に、よ り大規模、

複雑 、広範囲な システム とな りっっある。即ち、個別 システムか ら全社的な総合 システムへ と

変化 し、大企業 のみ な らず中小企業までを含めた産業界全体の動 きとな り、更に企業内か ら企

業間へ と コンピュータネ ッ トワークは対象を広 げてい る。

この様な情報化の進展 は、今後各企業に対 し今迄 と違 った面で大 きな影響 を与えて行 くこと

が予想 され るが、中で も注 目すべ きは 「企業 間情報ネ ッ トワーク」の今後の展 開であ る。

この 「企業 間情報ネ ッ トワー ク」は、企業 内 システムと異な り、会社対会社 としての取決 め

が必要であ り、更 に業界 と して ビジネ スプ ロ トコルを始め とす る情報化 のための共通基盤 の整

備が不可欠 である。

紙パルプ業界 においては、紙パ ルプ情報 システム研究所及び紙 ・パ ルプ コー ドセ ンターの長

年の努力によ り、デー タ交換 のための業界 コー ド、 フ ォーマ ッ トが整備 されてお り、昭和55

年以来デー タ交換共 同 システム としては先駆的なrP-DEX」 システムの運営を行 っていた

が、 さ らに機能 を拡 充す るため にrP-DEX」 システム は、新 しい業界共 同ステムであ る

「P-EDI」(Paper-ElectronicDataInterchangeの 略称)シ ステムへ と引き継がれ

て行 くこととな った。

その背景 には、次のよ うな ことが動機 とな ってい る。

平成元年2月 に稼働を開始 した紙パ流通VANの 運営会社 カ ミネ ッ トが、物流業者が受け る

入庫指示や出庫指示等情 報の種類や伝達方法 、それによる問題 など物 流業者の実態を1990年1

月にまとあた。 この調査 は、紙パ流通VANの 今後の展開 と して物流 業者 とのネ ッ トワーク化

を図 るためのフ ィジ ビリテ ィスタデ ィと して行われた ものであ る。対象 とな った物流業者 は、

西北紙流通 デポ、平 田倉庫 、藤倉倉庫、 日本興運 、板橋紙流通セ ンター、 日本倉庫、東洋埠頭 、

王子運輸倉庫、三立輸送 の9社 で ある。

同調査の結果、7業 者 で11種 の情報伝達方法が採 られてお り(表3-1を 参照)、 これ ら

の物流業者が情報を入手す る方法がかな り多岐にわ たっている。特 に出庫指示 については、8

種類 もの方法が採用 され てお り、情報入手方法統一への物流業者 の要望が相 当高い。

また、物流業者が現状情報 を入手する際の問題点 と しては、

①情報伝達方法が各社各様バ ラバ ラで、それ に伴 う伝票処理等が繁雑

②情報の信頼性が低 い

③連絡体 制が不備

な どが挙げ られた。
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表3-1 物流業者における情報の種類と伝達方法

う

z
ン端
末

う
ラ端
イ末
ン5

オ

訂

膓多
|

〒

号
X

;

`
転
送

膓

4
ス接

ト続

F

A

X

錦
手
渡
し

1
;
X

2
ト
手

管

T

E

L

入 庫 指 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 庫 指 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入 庫 報 告 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 庫 報 告 ○ ○ ○ ○ ○

名 義 変 更 報 告 ○ ○ ○ ○ ○

残 高 報 告 ○ ○ ○

保管荷役料請求書 ○ ○

運 賃 請 求 書 ○ ○ ○

運送業者からの引取り情報 ○ ○

例え ば、伝票処理等が繁雑だ とい うのは、入 出庫指 示書や残高報告 のデータフ ォーマ ッ トが

各社各様バ ラバ ラで、配達伝票 について も各荷主 ごとに対応 しなければな らない状況 にな って

い る。

また、商品の レッテル名 とデータの品名が違 って いた り、入庫の 日時や数量 等が実 際と違 っ

てい るなど、情報の信頼性 が低 く、 データを利用で きな いケースが多 い。

さ らに連絡体制が不備 とい うのは、在庫の名義変更指示の前 に代理店 の出荷指示が来 た り、

荷主か らの指示よ り先 に客先の引 き取 りの車が入 って しまった り、荷主 のみ休みの土曜の連絡

体制が不備であった りす ることが多 い とい うわけである。

このほか、荷主か らの手配終了が遅 いため配車が夜10時 を過 ぎるとい う問題や、手配 が小

口化 して倉庫の手間が増 えて きた とい う問題を指摘す るところ もあ る。

こ うした問題を踏 まえ、カ ミネ ッ トで は紙パ流通VANに おける物流業者 とのネ ッ トワーク

化 に向 けて検討を進めていたが、紙パル プ情報 システム研究所が進めて いるメーカー、代理店、

物流業者の3者 による共同情報 システムrP-DEX」 システムの レベルア ップ計画 と連動す

る こととな った。

す なわち、rP-EDI」 システ ムを構 築す るに至 るまでの主 な背 景 と して は、次の3っ に

要約 される。
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① ネ ッ トワー ク統合 化の必要性

メーカー、代理 店、物流業者 間のデータ交換 を個別 に網 の 目状 に相互接続す るので はな

く、業界統一のデー タ交換 システムを作 る必要性が出て きた。

② 「紙パ流通VAN」 での実績

ネ ッ トワーク統 合化を実現す るための情報処理技術、通信技術等の進歩 によ り企業間情

報ネ ッ トワークシステ ムの開発 の目処がた った。

③rp-DEX」 システ ムの統合

昭和55年 よ り稼 働のFP-DEX」 システムは、オ フライ ン接続のため運用上非効率

であ り、拡張性が 困難なため、再構築の時期 に達 した。

3,2シ ステムの概要

(1)シ ステムの目的

rp-EDI」 システ ムの 目的と しては、次の4っ に要約 され る。

① メーカー、代理店 、物流業者 間にわたるデータ交換 のための共通基盤 を整備す る。

② 個別端末機の設 置、或 いは コンピュータの個別接続 によ って情報処理 の効率化が疎外 さ

れ ることを防止す る。

③ 業界共 同開発 によ って、全体の情報処理化投資を削減す る。

④ 紙 パルプ業界 におけ る情報化の一層の促進を図 る。

(2)シ ステムの特徴

rP-EDI」 システムは、VAN業 者のネ ッ トワー クサー ビスの利用 を前提 と してお り、

今後の利用者の増加 に も簡単 に対応で きる拡張性 と充分 な機能を持 った システ ムであ る。 シ

ステムが提供で きる機能 は、大 き く分けて以下の2項 目であ る。

フ ァイル交換サ ービス

(第一期バ ッチ システム)

一

－

P-EDIシ ス テ ム

トラ ンザ クシ ョン交換サ ー ビス

(第二期 リアル システム)
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① フ ァイル交換 サービス

〔概 要〕

メーカー ・代理店 ・物流業者 間の企業間デー タ交換 を行 うための システムであ る。

代理店ホス ト

紙 パ 流 通VAN

ファイル交換サービス

物流業者ホスト

1991年1月 より紙パ流通VANシ ステムの フ ァイル交換 サー ビス とVAN間 接続 され て

お り、卸商 と物流業者 間の フ ァイル交換 も可能 とな ってい る。

〔対象 データ〕

・抄造注文、直送注文 、倉出注文、売上整理伝票 、値引値増伝 票

・注文請書、倉出請書 、出荷案内、納品勘定書

・入庫依頼、出庫依頼(配 送依頼)

・入庫報告、出庫報告 、運賃報告、残 高報告

・プライベー トデー タ

・その他

〔システム環境〕

・回線

公衆回線、DDX回 線交換

専用回線 、INS回 線交換

・通信制御手順

全銀手順
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② トランザ クション交換 サー ビス

〔概 要〕

メーカーの コンピュータと代理店の コ ンピュータまたはVAN端 末機 とを、VAN業

者の スイ ッチ ング機能を介 して接続 し、主 としてメーカー在庫の検索 ・倉 出注文処理 な

どを リアル タイムに行 うシステムであ る。

どの代 理店か らで もメーカーの在庫 を検索で きる訳で はな く、紙パ流通VANと 同様

アクセス権によ り合意 した在庫公開側(メ ーカー)と 検索側(代 理店)間 のみが利用す

ることが で きる。(こ れをアクセス権合意 と呼ぶ)

図3-1シ ステム概念 図
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メ ー カ ー

ホ ス

品名 マスタ
取引先マスタ
在庫DB
リカバリ用ファイル

紙パ流通VANと は異 なり、VANホ ス トは代理店 と同 じ機能を有す る。また、代 理

店 ホス ト・メーカーホス ト間で通信を行 う場合、VANホ ス トは介在 しない。
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〔対象業務〕

a.在 庫照会

・対象 となる在庫 の種類

公 開在庫

仕切在庫

引当在庫

・照会方法

メーカー、銘柄、規格

b.在 庫手配

倉 出

引 取

仕 切

引 当

仕切品 出庫

c.在 庫 ダイ レク ト手配

在庫照会を経由せず在庫手配す る形態

d.発 注

・発注

月次注文以外の注文を追加処理 する形態

・発注手配

b、cの 在庫手配以外に倉 出、引取 、仕切 、引当の処理をす る形態

e.受 注確定

メーカーか ら代理店 に処理(受 注)結 果を返す形態

f.多 桁在庫照会

主 として ノーカー ボンを在庫照会す る形態

g.多 桁在庫手配

主 と して ノーカーボ ンを在庫手配す る形態

h.各 種問い合わせ

・手配 内容照会

単品手配内容照会

多桁手配 内容照会

手配一 覧
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注文一覧

引当一 覧

多桁手配一覧

・障害状況問い合わせ

i.各 種帳票 出力

手配 モニ タ、受注確定 モニ タ、多桁手配 モニ タ、各種 マスター 覧

」.各 種 マスタメンテナ ンス

パ ーソナルマスタ

簡略納入先 マス タ

商流No.マス タ
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3.3運 営組織の概要

紙パ ルプ情報 システ ム研究所(製 紙 メーカー、代理店が母体)が 中心 とな り、 メーカー、代

理 店、物流業者 の3者 による共同情報 システムと してP-EDIシ ステムの開発を行 った。 そ

こでP-EDIシ ステムの運営 を目的 と し、 中立公正 な立場 のrP-EDI事 務局」を紙パ ル

プ情報 システム研究所内に設 置す る ことにな った。

加入 ・受付 ・PR・ 運営サ ポー ト等 にっいては、1991年4月 よ り株式会社 カ ミネ ッ トが行 っ

ている。

P-EDIシ ステ ムは、平成2年11月 以降全国展開 を図 ってお り、その加入者の範囲 は、

次の通 りであ る。

・メーカー、代理店、物流業者であれば加入す ることがで きる。

・紙パ流通VAN加 入代理店 もP-EDIの 機能を利 用 したい代理店は、両方に加入す る。

・紙パ流通VAN加 入者 とデータ交換 したい物流業者 は、P-EDIの み加入すればよい。

P-EDIの 運営組織 は、図3-2に 示す通 りで ある。

㈱日本総合

研究所

実行指示

利用料

開発 ソフ ト

リース料

運営サ ポー ト

利用料

運営 サポー ト

(参 加 者)

日
嗣
嚇
通信料

1

NTT

図3-2運 営組織
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3.4P-EDl加 入 費 用概 算(1992年8月 現 在)

1)機器構成 と回線
ファイル交換 トラ ンザ クション交換

VAN端 末接続 ホス ト接続

回 線 INS64回 線 交 換 INS64パ ケヲト交 換

Dチャネル9600bps

専 用 線9600bps

構 成 VAN端 末1台

プリンター付

(2)一時費用

①回線 (単位:円)

項 目 支 払 先 ① ファイル交換 ②VAN端 末接続 ③ホス ト接続

契 約 料 NTT 800 800

工事負担金 NTT 72,000 72,000 204,000

配線 ・電源工事 最寄りの業者 (時 価) (時価) (時価)

加入者側配線工事 NTT 約30,000 約30,000 約30,000

接続初期費 事務局 30,000 50,000 30,000

ホス ト接続初期費 事務局 (注1)

シナプス利用許諾料 事務局 (注2)

② その他(TAを 使用 した場合 は、モデムは不要)

項 目 支 払 先 ① ファイル交換(TA) ②VAN端 末搬(TA) ③ ホスト鶴(モデム)

通 信 機 器 購 入 先 約150,000 約200,000 両端に必要

(3)月額費用(*は 変動料金)

項 目 支 払 先 ① ファイル交換 ②VAN端 末接続 ③ホス ト接続

基 本 料 金 事務局 10,000 65,000 65,000

接 続 料 事務局 (注3) 15,000 70,000

回線使用料 NTT 5,400 6,400 17,000

通 信 料 NTT *(注4) *(注6)

処 理 料 事務局 *(注5) *(注7) *(注8)

(上 記 金 額 に は、別 途 システ ム構 築費 負 担 金 が必 要 とな る。

但 し、物 流 業者 には この 負担 は な い。)
(上 記 金 額 に は、別 途消 費税 が か か る。)

(注1)ホ ス ト単位 に 、新 規 加 入者 は1,000,000円 、 カミネッ}既加 入 者 は300,000円

(注2)会 社単 位 に 、新 規 加 入 者 は2,500,000円 、 カミネヲト既加 入 者 は1,000,000円
(注3)メ ーカ ー ・代 理 店 は20,000円 、物 流業 者 は10,000円

(注4)10円/3分(区 域 内通 信)

(注5)8円/1KB

(注6)0.4円/128バ イ}
(注7)約 款 の変 動 料 金 の 項 を参 照 の こと(在 庫 照 会 ・手 配6.5円/1件 等)

(注8)約 款 の変 動 料 金 の 項 を参 照 の こと(在 庫 照 会 ・手配4.0円/1件 等)

一39一





4.VAN間 接 続 の概要





4.∨AN間 接 続 の 概 要

「紙パ流通VANメ ールボ ックスサー ビス」とrP-EDIフ ァイル交換サ ー ビス」はVA

N間 接続機能 によ り1991年1月 よ り相互接続が可能 となって いる。

これによ り、 「紙パ流通VAN」 に加入 して いる卸商 とrP-EDI」 に加入 の物流業者

とフ ァイル交換(配 送依頼、運賃報告等)が 可能であ る。

「紙パ流通VAN」 とrP-EDI」 とのVAN間 接続の システム概念 図は、 図3-3に

示す通 りであ る。

紙パ流通VANを 利用 してい る卸商、或 いはP-EDIを 利用 してい る物流業者がVAN

間接続 サー ビスを利用 したい とき、利用者 は集配信で利用 しているどちらか一方 のVANに

のみ利用料を支払 うだけで、特別の料金を支払 う必要 はない。

なお、代理店が双方 のVAN機 能を利用 したい場合は、 「紙パ流通VAN」 とrP-ED

I」 の両方 に加入す る必要が ある。

これ まで説明 して きた 「紙パ流通VANＬrP-EDIＬrVAN間 接続」に、次章で説

明する 「統一 コー ドの維持管理」を加え、紙パルプ業界 にお ける情報処理の共通 システムの

全体像を図示す ると図3-4と な る。
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お

図3-4紙 パ ル プ 業 界 の 情 報 処 理 の 共 通 シ ス テ ム

システムの名称 紙 パ 流 通VAN P-EDI(ペ デ ィ)

開 発 母 体 ㈱カミネット(出 資会社 代理店11社) 紙パルプ情報 システム研究所(メ ーカー ・代理 店)

運 営 母 体 ㈱カ ミネッ ト P-EDI事 務局

サ ー ビス 地 域 全 国 全 国

サー ビス内容

(機能)

わ ライン・サービス メール烏 クス・サービス V姐 間接続サービス ファイル交換サー ビス }ランザクション交 換 サぜ ス

代理店の在庫照会等
の リアル処理

請求書 ・仕切書 ・当

日手配 デー タetc.

配送依頼 ・運賃報告
等

抄造注文 ・直送注文 ・入

出庫依頼 ・入出庫報告等

メーカーの在庫照会等の

リアル処理

加入 者の 範囲 代理店と卸商 卸商 と物流業者

1.卸 商 は紙パ流通

VANに 加 入

2.物 流 業者 はP-EDI

に加 入

メーカー ・代理店 ・物流

業者

メーカー ・代理店

加 入 者 代理店10社
卸商37社

(参加自由)

代理店10社

卸商5社

(参加自由)

メーカー4社

代理店10社

20事業所

物流業者6社
(参加自由)

メーカー ・2社

代理店3社

8事 業所

(参加 自由)

加入申請条件 代理店と卸商間でア
クセス権を合意 した

場合

いっでも加入できる

いっでも加入できる メーカーと代理店間でア

クセス権を合意 した場合

開 発 費 負 担 加入代理店の均等負担
(卸商には負担が無い)

加入メーカー ・代理店の均等負担

(物流業者には負担が無い)

稼 働 時 期 1989年2月 1991年1月 1990年7月il991年11月

運 用 費 用 それぞれのVANは 独立 しているため料金体系も異なるが、集配信するデータ料金はほぼ同じ。

1992年7月 現 在

統 一 コ ー ド の 維 持 管 理

紙 ・パルプコー ドセ ンター

(メ ーカー ・代理店 ・4団 体)

紙 ・パルプコー ドセ ンター

・全 国

1.コード登 録 取 引 先 件 数4L672件

品 名 件 数17,135件

TELマ スタ件 数19,368件

2.オ ン ラ イ ン検 索

3.テ ー プ 貸 出 し

4.コーFブ,ク販 売 取 引 先 コーFプヲク15,000円

品 名 コーFブヲク8,000円

1.メ ー カー

2.代 理 店

3.卸 商

4.物 流 業者

5.㈱ カ ミネ ッ ト、P-EDI事 務局

6.紙 パ 関連業界の会社

特別会員2社
一般会員 メーカー15社

代理店18社
卸商5社
その他6社

いっでも加入できる

な し

1971年6月(設 立)

会費 一般会員(4団 体会員会社)

年額6万 円





5.紙 ・パ ル プ コ ー ドセ ン タ ー の 概 要





5.紙 ・パ ル プ コ ー ド セ ン タ ー の 概 要

5.1コ ー ドセ ンター設 立の背景

我が国における昭和30年 代末期か ら40年 代初め にかけては、製紙 メーカー各社において

事務処理 合理化のため続 々と機械化が進 め られた。そのたあ、関係代理店 には各 メーカー毎 に

定 め られた注文書様式 に各 メーカー毎に定め られ たコー ドを記入す る ことが求め られた。 しか

しなが ら、各代理店 は複数の メーカーの共通代理店であ るためメーカー各社の取 引先 コー ド、

銘柄 コー ドの桁数 と体系がバ ラバ ラであることに起因 し、事務処理が煩雑 とな っていた。そ こ

で 、取 引先 の コー ドを統一 して貰えないか とい う代理店側 か らの強 い要 望が業 界 コー ド統 一化

の原点 とな った。 コー ド統一を 目指 して関係代理店、メーカーの手 によ って需要家名、及び品

名 の収集 と分類が開始 された。 この時の取 り決め と しては、次のよ うな ことが あげ られ る。

①品種 は通産省調査統計部の定める品種分類 に準拠 して分類す るもの と し、生産す る製 紙 メ

ーカーの申告 による
。

②同一 メーカー内で は品種 内の ランク付 けばあ るが、異な るメーカー間の ラ ンク比較機能 は

持たせない。

③ 製紙 メーカーの抄造 品種 によ ってユーザーの業種が異な って見 える ことがあ るので、多角

化企業の業種は創業 時の業種 によ ることとする。

この段 階での コー ド体系 は取引先 コー ド6桁(需 要家4桁+地 区 コー ド2桁)、 品名 コー ド

6桁(銘 柄 コー ド5桁+レ ッテル コー ド1桁)で あ った。 これ らの データによ り昭和46年2

月 に八 日会(八 日会 とは、旧王子系 メーカー、代理店の事務合理化研究機関)統 一需要家並び

に品名 コー ドブ ック原本が作成 された。

さ らに、昭和40年 代の前半 は経営多角化、業務提携 、企業合同な どいわゆ る業界再編成が

進 め られ た。 コンピュータ時代の到来 を考えると、業界 の将来のために業界 ベースによる情報

処理の合理化を推進す る必要 があ った。

業界 内企業の経営管理な ど各面での システム化を推進 させ るためには、何 よ りもコンピュー

タ技法の確立が不可欠であ った。 そこで昭和47年 業界で コ ンピュータを共 同利用 しメーカー、

代理店、卸商、物流業者 を包括 して一貫処理す る案が提案 された。

この結果、昭和48年10月 に紙パルプ情報 システム研究所が メーカー6社 、代理店13社

によ って設立 され紙パルプ業界の情報 システムのモデル作 りが 開始 された。 この動 きが通産省

に も認め られ、同省の外郭団体であ る情報処理振興事業協会が紙業情報 システ ムの作成 を同研

究所 に下請 け発注する、 という形で政府か ら支援 も得 られ る ことにな った。 この情報 システム

は、 その後紙パルプ業界の経済環境 の変化 によ って 日の 目を見 なか ったが、その際同時期 に設
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立 された紙パ ルプ コー ドセ ンターによ って、業界統一 コー ドが制定 された。

業界統一 コー ドは、その後ず っと業界 内企業で利用 されて きた。今 日にな って コンピュー タ

その もの も飛躍的 に性能が向上 し、昭和40年 代の構想であ った商品 マーケテ ィング、商品在

庫 の検索、在庫管理並びに取引の規格化 、取 引事務 の機械化 などに この業界 コー ドが行 き渡 っ

てい ることは、業界 にとって も大 きな財産 といえ る。

5.2コ ー ドセンターの役割

(1)設 立 の経緯

昭和46年6月1日 、 日本製紙連合 会、 日本洋紙代理店 会連合会、 日本板紙代理店会連合

会、 日本洋紙商連合会 といわゆる業界4団 体の支援を うけて 「紙パルプ コー ドセ ンター」が

設立 された。

品名並びに需要家 コー ドの新設 ・改廃業務 について は、八 日会 コー ドの管理事務局 よ り業

務 を継承 した。

八 日会 コー ドは、旧王子系 グループの ローカルニーズを満 たす たあの コー ド順 とな ってい

た。紙業界の汎用 コー ドに成長す るたあには、桁数 の増加 による収容件数の拡大 と共 に業種

別五十音順体系へ の脱皮が不可欠であ った。

しか し、実際に存在価値が認識 され始めたのは最近で、商品の多様化 、通産省分類の改正 、

企業間ネ ッ トワー クの拡大、物流業者での コ ンピュータの普及な どがその動機である。

品名 コー ドについては、銘柄 ・レッテルまで も識別で きる1対1で 対応可能な、ユニ ー ク

な形での コー ド管理が不可欠 とな り、6桁 か ら8桁 への移行 とレッテル までの登録作業が行

われて いる。取引先 コー ドについて も、1992年7月 末現在28,173社 登録 されている。

業界情報 システムの将来を決す るともい うべ きコー ドの整備 には、 さ らに一段 と理解 を求

めてい く必要があると思われ る。 また、業 界共通のメ リッ ト追求 に資す るたあには図4-1

に示すよ うに紙パ ルプ コー ドセ ンターの存 在が重要 とな って くる。

そのため紙パルプコー ドセ ンターは、業界統一 コー ド・帳票の整備 、維持、管理、普及 に

あたっている。
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図4-1紙 ・パ ル プ コー ドセ ンター

運 営 委 員 会

日 日 日 日
本 本 本 本
洋 板 洋 製
紙 紙 紙 紙
板 代 代 連
紙 理 理 合
卸 店 店 会
商 会 会
業 連 連
組 合 合
合 会 会

組
織
拡
張
小
委
員
会

紙 ・パ ル プ コー ドセ ンター

理 事 会

コ
ー
ド
メ

ン
テ

ナ
ン
ス
シ

ス
テ
ム

小
委
員
会

コ
ー
ド

ブ

ッ
ク

編
集
小
委
員
会

紙 ・パ ルプ コー ドセ ンター
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回サ報
|
ビ

答 ス

紙 ・パルプ コー ドセ ンター
情 報 連 絡 会 会 員 会 社

コー ド登録件数(平 成4年7月 末現 在)

(1)取引先 コー ド 企 業数28,173件 事業所数42,716件

(2)品 名 コー ド メー・h－数186件 品名件数17,135件

上記の内公開メーカー数178件 公 開品名件数9,699件

(2)検 討 の経過

検討及 び開発の経過 は、次の通 りで ある。

昭和47年4月 紙 ・パルプ業界統一品名 コー ドブ ック初版発行。

メーカー コー ド4桁+品 名 コー ド5桁(品 種 コー ド3桁+銘 柄 コー ド2桁)

レッテル コー ド1桁 は コー ドセ ンターでは管理 しないことにな って いた。

昭和48年10月 紙パ ルプ情報 システム研究所設立

昭和50年5月 紙パ ルプ情報 システ ム研究所(以 下情報研 とよぶ)の 設計チームと打 ち

合わせの上取 引先 コー ド7桁 案(需 要家5桁+事 業所2桁)を 決定。

昭和51年3月 取 引先 マスターに住所 ・電話番号を登録 。

昭和52年10月 業界統一取 引先 コー ドブ ック初版発行 。

取引先 コー ド7桁 構成、業種別五十音順体系(約8,200企 業、12,800事 業所を採録)

昭和55年10月 先駆的企業 間情報交換 システム
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P-DEXシ ステム稼働 、FDベ ースなが ら物流情報を中心 に複数企業 間のデータ交換業

務が開始 された。

昭和56年11月 業界統一取引先 コー ドブ ック第2版 発行。

(約12,000企 業、約18,000事 業所を採録)

昭和60年2月 紙 ・パルプ業界統一取 引先 コー ドブ ック第3版 発行。

(約16,500企 業、約24,200事 業所 を採録)

昭和60年12月 業界統一品名 コー ドブ ック第2版 発行。

(採録 メーカー163社 、品名4,460件)

昭和63年1月 、マーケ ッ トのニ ーズに応えた形で隙間商品が次 々と開発 され 、品種 と レッ

テルの多様化が進み、 これ に対応 して昭和62年 通産省調査統計部紙パ ルプ統計分類の改

訂 を契機 に品名 コー ド小委 員会が設 け られ新体 系による品名 コー ドブ ックを編 集。

昭和63年8月VAN業 者 の大型 コンピュータを利用 して コー ド管理 を従 来の月1回 の外

注 によるバ ッチ処理か ら、 コー ドセ ンター端末 によ って直接マスターフ ァイルを更新す る

リアルタイム処理 に移行。

昭和63年10月 紙 ・パルプ業界統一 品名 コー ドブ ック第3版 が発行 され た、採録 メーカ

ー151社 、品名5,999件 。 この版か ら品名 コー ドは6桁 か ら8桁 〔品種4桁+2桁+レ

ッテル2桁 〕 に拡張 された。 品種4桁 は通産省調査統計部 と共通の体系 とな り、また従 来

メーカー コー ド5桁 のみの登録で あ ったがデ リバ リー上のニーズに応 え工場 コー ド2桁 も

合 わせ管理対象 とした。

昭和63年12月r紙 流通業におけ る電子計算機の連携利用に関す る指針』いわゆ る 「連

携指針」告知。

平成元年5月 紙 ・パ業界統一取引先 コー ドブ ック第4版 発行。

(23,103企 業、34,136事 業所 を採録)

平成元年2月 紙パ流通VAN本 番稼働開始 。 この システ ムでは在庫検索側 の卸 商 システム

に業界統 一 コー ドが十分浸透 していないこともあ ってrパ ーソナル コー ド』 と称 する卸商

の独自コー ドと業界統一 コー ドを 自動変換す る機能が取 り入れ られた。

平成2年7月P-EDI第1期 ファイル転送 システ ム稼働開始。(発 足時 メーカー1、 代

理店4、 物流4参 加)

平成2年9月P-DEXシ ステム運用終了。

平成2年12月 紙パ流通VANとP-EDIが 相互接続。
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(3)業 界統一 コー ド利用状 況

業界統一 コー ドは、情報連絡会会員会社44社 で利用 されている。 さ らに、代理店 ・卸商

間の受発注ネ ッ トワー クシステムである紙パ流通VANに おいて業界統一 コー ドが利用 され

て いる。最近では、平成2年7月 に、紙パルプ情報 システ ム研究所 の 「紙 パルプ企業間デ ー

タ交換 システム」(略 称P-EDIシ ステム)が スター トしたが、 このP-EDIに おいて

も前 システ ムのP-DEX同 様業界統一 コー ドが利用 されている。

このよ うにVAN内 で利用す るコー ドの うち、取引先 コー ド及び品名 コー ドは、紙パルプ

コー ドセ ンターが管理 してい る業界統一 コー ド(図4-2を 参照)を 利用す る ことが必 須条

件 とな っている。

図4-2業 界 統 一 コー ド

〈品名 コー ドの構成>

12 3 4 5 6 7 8

品 名 コード一
品種 コー ド

〈取引先 コー ドの構成〉

銘柄 コー ド レ ッテ ル コー ド一
取 引先名(メ イ ン ・コー ド)事 業所名(サ ブ ・コー ド)

また、 コー ドの メンテナ ンスについては、VAN業 者(㈱ 日本総合研究所)の 大 型 コンピ

ュータと直結の端末を設 置 し、紙 パルプ コー ドセ ンターが取引先 コー ド・品名 コー ドの登録

・修正 ・削除をオ ンライ ン処理で行 って いる
。(図4-3を 参照)

図4-3コ ー ドの メ ンテ ナ ンス

紙・バルブコードセンター

⊂ 憂 トー=一 一〔轡=
(4)利 用費用

P-EDI事 務局や㈱ カ ミネ ッ トも紙パルプ コー ドセ ンターの特 別会員 とな っているが、
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P-EDIシ ステムを利用 の各 ユーザ ー も紙パルプ コー ドセ ンターの情報連絡会会員にな る

ことがで きる。情報連絡会会員は、 コー ドセ ンターに対 し新規 コー ドの登録 申請が 出来 る他 、

コー ドセ ンターのマ スターテ ープの貸 し出 しを受 けることがで き、また他の会員が登録 した

物 を含 め登録 された新規 コー ドが毎 月連絡 され る。な お、利用 費用 の内訳 は、次の通 りで あ

る。

① 情報連絡会会費(1992年4月 現在)

正会員(四 団体会員会社)
一般会員(四 団体会員会社)

準会員(四 団体以外の関連会社)

特別会員

② コー ド登録料

③ 写テープ貸出料

漢字写 テープ

年額120,000円

年 額60,000円

年 額74,400円

㈱ カ ミネ ッ ト 年 額2,400,000円

P-EDI事 務 局 年 額2,400,000円

取 引 先 コー ド登 録 料

品 名 コー ド登 録 料

(全件)

漢字追加分 テープ(毎 月)

品名全件テープ(公 開品)

④ コー ドブ ック価格

取引先 コー ドブ ック(上 ・下1組)

品名 コー ドブ ック

50,000円

10,000円

50,000円

月 額10,000円

月 額5,000円

月 額6,200円

月 額200,000円

月 額200,000円

1件 当 り

1件 当 り

500円

300円

15,000円(送 料 別600円)

8,000円(送 料 別600円)

(4)当 面の課題

① ビジネスプロ トコル標準化

企業間情報交換 システム運用上 ビジネスプロ トコル(取 り引 き上の約束事)標 準化の重要

性 に対す る認識 は益 々高ま ってい る。紙パ ルプコー ドセ ンターは常 に業界 の共通基盤作 りの

中心 であり、標準化を推進す る重要 な役割が ある。

紙パ流通VAN、P-EDIと い った業界共 同VANが 機能す るの も、長年 にわた りたゆ

み な くコー ドが維持 ・管理 されているか らに他 な らず、その前提 と して企業系列を超えたオ

ープ ンな組織 と運用体制を もつ コー ドセ ンターの活動が不可欠で ある。

業界統一 コー ドの保守 を中心 とす る標準化推進活動 は、紙 パ流通VANシ ステムやP-E

DIシ ステ ムの稼働 とい う業界共同ネ ッ トワー ク化 を推進す る上 でのイ ンフラで もあ る。

② コー ドセ ンターの機能 向上

企業間情報交換が商流的 に代理店 と製紙 メーカーの受発注情報 に利用 されていた時代 は紙、

板紙 、一部 の紙二次加工品が対 象であれば良か ったが、デ リバ リーにまで利用 され るよ うに

な ると、 フィルムや化成品、 クロスとい った紙の流通経路を利用す る多 くの商品 も共通 コー

ドを持つ ことが期待 され る。 コーデ ィング範 囲を拡大す ると共 に、回線網 を利用 して リアル

タイムでユ ーザーに返信で きるよ うな システ ムを構 築 してい く必要がある。
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6.紙 流通業の連携指針





6.紙 流 通 業 の 連 携 指 針

紙流通業における電子計算機の連携利用に関する指針を定めた件(通 産五四三)

通商産業省告示第五百四十三号

情報処理の促進に関する法律(昭 和四十五年法律第九十号)第 三条の二第一項の規定に基づ

き、紙流通業における電子計算機の連携利用に関する指針を定めたので、次のとおり告示する。

昭和63年12月21日

通商産業大臣 田村 元

紙流通業にお ける電子 計算機の連携利用に関す る指針

我が国紙流通業 は、 これ まで、代理店を中心 に、効率的 な紙流通 を 目指 して情報処理 システ

ムの構築に取 り組んで きた。その結果、需要家の多様 なニ ーズ に即応 し得 る効率 的な供給 体制

が形成 され、我が国紙流通 業の発展 に大 きく寄与 してきたところで ある。

昭和40年 代半ば以 降、紙 流通業 において、 コ ンピュータの導入が急速 に進展 した。中で も、

ビジネスプ ロ トコルの標準化 について は、 日本製紙連合会、 日本洋紙代理店会連合会、 日本板

紙代理店会連合会及 び 日本 洋紙 商連合会の4団 体の支援の もとに、昭和46年 に紙 ・パルプ コー

ドセ ンターが発足 し、取 引先 コー ド、品名 コー ド及 び帳票の整備 、維持、管理 、普及等が進 あ

られ てきた ところで ある。

しか しなが ら、近年 、商品の多様化、取引の小 口化、短納期化等 に伴 い、代理店 ごとのオ ン

ライ ンネ ッ トワー クの構築 が進 め られ る中で、各ネ ットワーク間の互換性 の欠如 によ り、卸業

者 においては、複数 の端末機 の設置 によ る経済的損失、操 作方法の差異による事務処理 の複雑

化等の問題が生 じてお り、代理店 において は、個別のオ ンライ ンネ ッ トワー クの構築による経

済 的負担 の増大等が危惧 され ている。

このよ うな観点か ら、紙流通業 における情報処理 システムの構築 に当た って は、企業 内又 は

企業 グループ内にとどま らず、業界全体を網羅 した形態の ものが望 まれ る。 このため、 ビジネ

スプロ トコルの標準化の一層 の推進、異 なる情報処理 システム間の相互接続性及び相互運用性

の確保、業界共同データベ ースの整備等を図 ることが必要 である。

今後、 これ らの課題を達成 しつつ、事業者間で連携 した電子計算機の効率的かつ高度 な利用

を図 ることは、紙流通業の経営の合理化 ・効率化のための基盤を提供す るものであ るとと もに、

紙 ・パルプ産業全体の健全 な発展 に資す るものであ る。

この指針 は、以上の認識 に基づ き、紙流通業 における電子計算機の一層の効率的利用を図 る
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ため、電子計算機利用高度化計画を勘案 し、事業者が連携 して行 う電子計算機 の利用の態様、

その実 施の方法及びその実施 に当た って配慮すべ き事項を示す ものであ る。

一 事 業者が連携 して行 う電子計算機の利用の態様

(一)ビ ジネスプ ロ トコル(帳 票及 びデータ交換 フ ォーマ ッ ト並 びにこれ らに記載 され る項

目コー ドをい う。以下 同 じ)及 び伝送手順の標準化を踏 まえて構築す る磁気媒体(磁 気

テープ等)交 換方式又 は企業 間オ ンライ ン方式 による紙流通業者聞及び紙流通業者 と関

係企業 間における受発注情報交換 システム

(二)情 報 の体系的な収集 、整備及 び管理並 びにその共同利用 を図 るための共同デ一夕ベー

ス システム

ニ 実施の方法

(一)ビ ジネスプロ トコルの標準化

受発注情報交換 システ ムの構築 に当た って は、 日本紙商団体連合会 を中心 に業界内で

の合意形成を図 り、現在利用 されてい る情報処理 システムとの整合性 に配慮 しっっ、次

に掲 げる ビジネスプ トコルの標準化を図 ること。ただ し、取 引先 コー ド、品名 コー ド等

各種 コー ド及 び帳票 の標準化 は、紙 ・パルプ コー ドセ ンターの活用を図 りつつ、進ある

こと。

① 注文書、出庫依頼書 、請求書等各種帳票

② 取引先、品名、デー タ区分 、荷姿 、単位等各種 コー ド

③ 在庫照会、在庫品手配 、発注手配等 データ交換 フ ォーマ ッ ト

(二)伝 送手順の標準化

受発注情報交換 システ ムの基盤 とな る伝送手順にっ いて は、OSI(開 放型 システム

間相互接続)導 入の動 きを十分踏 まえっっ、当該 システムの特徴に配慮 した適切な もの

を設定 し、業界標準 として その普及 に努あ ること。

(三)業 界共同データベースの形成

業界共同データベースの構築及 び運用 に当た って は、収集 ・提供すべ き情報の種類 、

対外提供の在 り方等の基本 的事 項につ いて、十分 な連携を図 ること。

(四)実 施体制の整備

以上の各項を実施す るため、 日本紙 商団体連合会 を中心 に、紙流通業 として実施体制

を整備 し、電子計算機の連携利用の効率 的促進 に努 める こと。

三 実施に当たって配慮すべ き事項

(一)中 小企業への配慮

紙流通業 は、大規模事業者 か ら小規模事業者まで様 々な規模 の事業者か ら構成 されて
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お り、事業者 間で人的能 力等 にかな りの差異があ るこどにかんがみ、企業 間ネ ッ トワー

クの構築及び運用 、業界共 同データベース及び共同で開発 され たソフ トウェアの利用等

に際 して は、中小規模の事業者 に過大な負担を与え ることのないよう十分配慮 する こと。

(二)セ キ ュリテ ィの確保

受発注情報交換 システ ム又は業界共同データベ ース システムのオ ンライ ン化等 によ り、

システムダウンや不正介入等 の危険 にさ らされる可能性及びその影響 の及 ぶ範 囲が増大

す る可能性がある。 これ らに対処す るため、安全性及 び信頼性 の高い電子 計算機 システ

ムの設 置等セキ ュ リティの確保 を図 ること。

(三)プ ライバ シーの保護

業界共 同デー タベースの運 用に際 しては、情報の外部提供の範囲、方 法等 について 明

確な基準を設ける等、プ ライバ シーの保護 に十分配慮す ること。

(四)製 紙 メーカー との情報交換

紙 ・パ ルプ産業全体の健全 な発展 に資す るため、 ビジネ スプロ トコルの標準化等 に当

た っては、製紙 メーカーとの情報交換に努 めること。
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編料資7.





7.資 料 編

7.1紙 パ流通VAN関 係書類

紙パ流通VAN参 加申込の手順は、以下の通 りである。

① 接続を希望される代理店との間で、アクセス権について合意をする。

(アクセス権に関 しては、関係代理店に相談する)

② 端末機器構成 と回線仕様、およびホス トコンピュータとの接続を決める。

③ 契約約款を閲覧の上、株式会社カ ミネットに対 し参加契約をすると同時に、推奨端末の

場合は㈱ 日本総合研究所に端末機の発注を行 う。

(以降、本番開始まで3カ 月を要する)

④ 端末 リース契約または売買契約を行 う。

⑤ 回線申請を行 う。(専 用回線及びINS64は 、㈱日本総合研究所が申請代行を行 う)

⑥ 端末導入と調整および回線接続テス トを行う。

⑦ 操作指導を受ける。

⑧ パーソナルマスター登録などを行 う。

(ただ し、パーソナルマスター整備に必要な取引先、品名の書 き出 しは端末機導入前

か ら準備 しておく必要がある)
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紙 パ流通VAN契 約 申込 書

株式会社カ ミ ネ ッ ト御中

年 月 日

所 在 地

電話番号

社 名

代表者名

担当者名

貴社 「紙パ流通VAN約 款」を承認の上、紙パ流通VANサ ー ビス利用のため、加入を下記

の通 り申し込みます。

記

1.サ ービスの種類 ・品目(該 当する方 に○を して下さい)

(1)(イ)加 入者甲(在 庫公開)(ロ)加 入者乙(在 庫利用)

(2)ホ ス トコンピュータとの接続……行 う ・行わない

(ファイル転送のためのバ ッチ接続)

2.「 加入者設備」等の設置場所、機種、数

設置場所
ホスト
端 末の区分 通信制御手順 機 種 ・構 成 回線種類・速度

3.利 用開始希望 年月 日

(1)VAN端 末機によるリアルタイム処理

(2)バ ッチ接続によるメールボ ックス機能

4.ア クセス権合意予定(少 なくとも1社 記入して下さい)

アクセス権の合意予定は次の通 りであります。

所在地

社 名

年 月 日より

年 月 日より

一56一



紙 パ 流 通VANア ク セ ス 権 合 意 書

年 月 日

(甲)会 社名

責任者役職 ・氏名 印

(乙)会 社名

責任者役職 ・氏名 印

甲および乙は、株式会社カミネ ットの紙パ流通VANサ ービス契約約款に基づ くアクセス

権(以 下 「アクセス権」と言います)を 設定するにっいて、次のとおり合意 します。

1.「 アクセス権」利用開始予定 日は 年 月 日とします。

2.「 アクセス権」の設定と取 り消 し

甲は乙に対 し 「アクセス権」を設定 します。但 し甲、乙、いずれ も自己の都合によりいつ

でも合意を取 り消 し、甲は 「アクセス権」設定を取り消す ことが出来るものとします。

3.「 アクセス権」の利用 目的

乙は 「アクセス権」を取 り引きの近代化、合理化促進を図るために利用するものとし投機

等市場の混乱を招来させ、正常な取 り引きを阻害することに用いないものとします。

4.取 引の成立

紙パ流通VANサ ービスを利用 した在庫手配(i注 文)の 場合 は、甲またはVAN業 者が乙

の在庫手配(注 文)デ ータに対する注文請け処理を完了 したデータを発信 した時を以て、

甲乙間において乙が在庫手配注文をした商品についての売買取 り引きが成立 したものとし

ます。

5.協 議

本合意書に定めのない事項が生 じた場合、又は本合意書に定められた事項に疑義が生 じた

場合、甲および乙は、誠意をもって協議の上処理にあたるものとします。

以 上
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紙 パ 流 通VAN契 約 申 込 請 書

年 月 日

御中

契約No.

株式会社 カ ミ ネ ッ ト

代表取締役 印

このたびは、弊社の 「紙パ流通VAN契 約」の申込をいただき、誠に有 り難 うございま

した。さて、 年 月 日付申込書による 「紙パ流通VAN契 約」のお申込につ き

ま して、下記の通りお請けいた します。

言己

1.ご 利 用 内容

2.ご 利 用 料 金

3.ご 利用開始日

4.お 支 払 条 件

リアルタイム処理(加 入者甲)

バ ッチメールサービス(加 入者甲)

弊社 「紙パ流通VAN契 約約款」の通 りと致 します。

年 月 日

毎月末締切にて御請求書を送付 し、翌月23日 に御社指定金融機

関より自動振替いた します。

5.ご 指定金融機関

一 以 上一
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(加 入者→カミネット→ 日本総研)

紙 パ流 通VANフ ァイ ル 交 換 サ ー ビ ス登 録 書兼 確 認 書

申込 日 年 月 日

社 名

部 署 ・担 当者

連絡先 TELFAX

==〉 =〉

1加 入者甲州

年 月 日

日本総研

テ ス ト予 定 日時 年 月 日() 時 分 ～ 時 分
1新 規

追加 ※変更

《全銀手順》 《J手 順 》

通 信 回線

(bps)

1.公 衆 回 線2400

2.DDX-C4800・9600

3.INS回 線 交 換9600

4.専 用 回 線9600

1.公 衆 回 線2400

2.DDX-C4800・9600

3.INS回 線 交 換9600

伝 送 テ キ ス ト長

(バ イ ト)

1.公 衆 回 線256

i議1劃 一ー 一

1.公 衆 回 線128・256

;:;:;こ 墓換 〕;;!;256'`'2'1024'

VAN側 セ ン タ ー コ ー ド セ ン タ ー コ ー ド

CPU-ID

セ ン タ ー コ ー ド ll::::

:1:1:: 取 引 先 コー ド Eiiiiiiiレ/
端 末側

CPU-ID 1/ 識 別 子(パ スワード) iiiiil/
パ ス ワ 「 ド iil/ 端 末 論 理 ア ドレス (取 引 先 コードに同 じ)

コ ング レス 有 ・ 無

端 末 論 理 ア ドレス Eiiiiiiiレ/

即 時 オ ー トコー ル 利 用 拍 ・利 用 しない

利 用 す る と きの

端 末 側NCU-NO

(*全 銀手順 ご使用の場合のみ記入願 います) ※ 変 更 の と きは、 全 項 目記 入 願 い ます 。

全 銀 伝 送 ファ仙 名 フ ァ イル ア クセ スキ ー 全銀 伝送 フ7イル名 フ ァ イル ア クセ ス キー

0100 2100

1100 2200

1200 2800

1800 2900

特記事項

日本総研側 連絡先

部署

担 当者

TEL

FAX

VAN側NCU-NO(テ ストポー})

公 衆2400

DDX4800

DDX9600

lNS9600
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(加 入者→カミネッ}→ 日本総研)

紙 パ 流 通VANフ ァイル交 換サ ー ビス登 録 書 兼確 認 書(P-EDl接 続 兼 用)

申 込 日 年 月 日

社名

部 署 ・担 当 者

連絡先 TELFAX

・==〉 =〉

1加 入者乙用1

年 月 日

日本総研

テ ス ト予定 日時 年 月 日() 時 分～ 時 分 新規 追加 ※変更

《全銀手順》 《J手 順 》

通 信 回 線

(bps)

1.公 衆 回 線2400

2.DDX-C4800・9600

3.INS回 線 交 換9600

4.専 用 回 線9600

1.公 衆 回 線2400

2.DDX-C4800・9600

3.INS回 線 交 換9600

伝送 テ キ ス ト長

(バ イ ト)

1.公 衆 回線256

i灘i二 換}一 ・⌒

L公 衆 回 線128・256

;:;:;≦ 換 〕;;1;256'512'1024'

VAN側 セ ン タ ー コ ー ド セ ン タ ー コ ー ド

CPU-lD

端末側
セ ン タ ー コ ー ド

1:1:1:

ll:1::
取 引 先 コー ド wiiiiiiiレ/

CPU-ID 1/ 識 別 子(パ スワード) iiiiil/
パ ス ワ ー ド iil/ 端 末 論 理 ア ドレス (取 引 先 コードに同 じ)

コ ング レス 有 ・ 無
一

端 末論 理 ア ドレス wiiiii∵ レ/

即 時 オー トコー ル 利 用 †る ・利 用 しない

利 用す る と きの

端 末側NCU-NO

(*全 銀手順 ご使用の場合のみ記入願います) ※ 変 更 の と き は、全 項 目記 入願 い ます 。

全 銀伝 送 ファ仙 名 フ ァイ ル ア クセ スキ ー 全 銀伝 送 ファ仙 名 フ ァ イル ア クセ スキ ー

0100 2300

1100 2400

1800 2500

2000 2600

2100 2800

2200 2900

5600 5800

5700 5900

日本総研側 連 絡先

部署

担 当者

TEL

FAX

テス}嬬 墨
別

VAN{則NCU-NO(テ ストポート)

公 衆2400

DDX4800

DDX9600

lNS9600
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回 線 手 続 申請 書 No,

記入年月日

設置事業所

事業所名

設置所在地
フ リガナ

'

住 所

代 表 者 略図(最 寄駅か ら)

電話番号 ()一

連絡担当者

モ デ ム 端末機種名

電 線 工 事 関 係

配線業者 自営 直営 事業所名

住 所

TEL()一

担 当 者

機器配置平面図*平 面図上に・MDF・IDF・ モデム・端末の設置場所を記入 して下 さい。
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7.2P-EDl関 係 書類

(1)P-EDIフ ァイル交換サービス

P-EDIフ ァイル交換サービスの加入申請関係書類の流れは、以下の通りである。

@

/②

⊂)÷ カ・ネ・ト

塞/

① 契約申込書を送付
② 契約申込書を事務局に送付
③ 事務局承認後、請書及び登録書用紙等を送付
④ 契約申込書のコピーを送付
⑤ 口座振替届出書を記入捺印の上送付
⑥ 登録書に記入捺印の上送付
⑦ 確認書を送付
⑧ テス ト終了後、テスト結果報告書を送付

資料一覧

資 料 名 資料送 付 記入者 提出先 摘 要

① 契 約 申 込 書 カ ミネ ッ ト 加入者 カ ミネ ット

③ 契 約 申 込 請 書 〃 事務局 加入者 事務局で承認

⑤ 預金口座振替払いに関する届出書 ノノ 加入者 カ ミネ ッ ト

⑥ 登 録 書(全 銀 手 順 用) 〃 ノノ 総 研 全銀手順の場合のみ必要

⑥ 登 録 書(J手 順 用) 〃 〃 〃 J手 順の場合のみ必要

⑥ NTT専 用 契 約 申 込 書 〃 〃 〃 専用回線による接続の場合のみ必要

⑥ 回 線 手 続 申 請 書 〃 〃 〃 同 上

⑦ 確 認 書 総 研 総 研 加入者

⑧ 接 続 テ ス ト結 果 報 告 書 〃 ノノ 〃
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P-EDI事 務局御中

(提出先 ㈱カミネット)

年 月 日

P-EDIフ ァイル交換サービス契約申込書

P-EDIフ ァイル交換サービス契約約款を承認の上、下記の通 り加入を申し込みます。

郵便No.所 在地

電話No.

社名 ・事業所名

代 表者 名 ・印

記

通 信 制 御 手 順

自動発呼サー ビス

加 入 者設 備場所

使 用 設 備

使 用 通 信 回 線

伝 送 テ キ ス ト長

オ ン ラ イ ン
技 術 担 当 者

オ,ン ラ イ ン

運 用 担 当 者

請 求 先

引 落 し銀行 口座

サービス開始希望日

申 込 内 容

1.全 銀手順 2.J手 順

1.結果通知のみ利用2.結 果通知および交換ファイルについて利用3.利 用 しない

機種名 メーカー名

通信ソフ ト 1.メ ー カー提供

通信 ソフ トの名称

2.自 社 開発3.そ の他

眠㎜四

eO
S

S

P

D
l
D
`

nD
B

n
O

O

O

O

O

O

O

4

8

C
U

り
'
4

∩
O

1

1

1

線

c

換

愉

同

一
交

㌘
嚇

叉
公

D

州
胴㎜烈

胴剛烈

QU
S
S

S

D
-

D
-
D
-
D
-

B

B

B

D
U

O

O

O

O

O

O

O

O

4

0
0
C
U
8

り
'
4

0
σ
4

線

c

換

線

灘
麟

(
公

D

川
専

ぴ
粉
線
馴
回
鐵
衆
(
公

リ
ソ
　

51

04
・
2

2

4

　む

る

25

02

1

3

換
線
交
回
噸
用
㎜
専

(J手 順)

公 衆 回 線 …一・1.1282.256

－
INS回線交換3.5124.1024

5.2048

署
名
部
氏

署
名
部
氏

署
名
部
氏

電 話Na

FAXNα

電 話No

FAXNα

電 話Nα

FAXNo,

銀行 支店 当座 ・普通 口座Nα 名義

年 月 日より
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P-EDIフ ァイル交換サービス契約申込請書

年 月 日

御中

P-EDI事 務局

年 月 日付申込書 による 『P-EDIフ ァイル交換サービス』への加入

申込につきまして、下記の通 りお請けいたします。

記

1.契 約No.

2.ご 利 用 内容

3.ご 利 用 料 金

P-EDIフ ァイル交換 サー ビス

rp-EDIフ ァイル交換サービス契約約款』の通 りと

いた します。

4.ご 利用開始日 年 月 日

5.お 支 払 条 件 毎月末締切 にて請求書を㈱カミネ ットより送付 し、翌月23日 に貴社

ご指定の金融機関口座より自動引落 しさせていただきます。

ただ し、貴社にてお振込の場合 は、㈱カ ミネ ット指定の金融機関口座

に翌月23日 までにお振込下 さい。なお、その際の振込手数料 は、

貴社ご負担にてお願いいた します。

肚

(カミネ ット→申込会社、写 ・カ ミネ ット→日本総合研究所)
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㈱日本総合研究所 御中

P-EDIフ ァイル交換サー ビス登録書(全 銀手順用)

年 月

加入者 社 名
事業所名

目

㊥

取引先 コー ド

1桁 目 メーカー …M代 理店 …E
2桁 目より 業界統一取引先 コー ド(7桁)

物流 …T

サービス開始希望 日 テスト 年 月 日より 本番 年 月 日より

加
入
者
端
末
側

セ ンター コー ド V セ ンター コー ド

CPU-ID A

N

側

CPU-ID

パ ス ワー ド パスワード設定方法 Aパ チ ンBパ ターン

コングレス 有 無 パ ス ワー ド ※

NCU-NO ※パスワー ドの設定方法がBパ ターンの場合のみご
記入下さい。
パスワー ドの設定方法は別紙 をご参照下さい。

ファイル種 別 ファイルアクセスキー ファイル種 別 ファイルアクセスキー ファイル種 別 ファイルアクセスキー

1100 5400 6200

2100 5500 6300

5000 5600 6400

5010 5700 6500

5020 5800 6900

5100 5900 6910

5200 5999

5300 6100

以下の欄は、自動発呼サービスを利用 し、かっ交換ファイルの指定を行う場合のみご記入下さい。

1.対 象となる交換ファイルのサブファイル名

1. 2, 3.

4, 5. 6.

7, 8. 9.

10.

2.オ ー トコール方法(定 間隔 ・定時 とも利用時間は8:30～1900と な ります。)
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パ ス ワ ー ド設 定 方 法

1.Aパ ターン

端末側発信、VAN側 発信とも同一パスワー ドを使用

(端末)(VAN)(VAN)

開局要求X開 局要求－

X開 局回答一

閉局要求X閉 局要求－

X閉 局回答一

2.Bパ ターン

端末側発信、VAN側 発信とも別パスワー ドを使用

(端末)(VAN)(VAN)

開局要求X開 局要求一 →

Z開 局回答一
1

閉局要求X閉 局要求一 →

Z閉 局回答一

※X… …… 端末側 パ スワー ド
Z… ……VAN側 パ スワー ド
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⊥
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(端末)

開局回答

閉局回答

(端末)

開局回答

閉局回答



㈱ 日本総合研究所 御中

年 月 日

P-EDIフ ァイル交換サービス登録書(J手ll醐)

加入者 社 名
事業所名 ㊥

取引先 コー ド lllllll

1桁 目 メーカー …M代 理店 …E物 流 …T
2桁 目より 業界統一取引先 コー ド(7桁)

サービス開始希望 日 テスト 年 月 日より 本番 年 月 日より

加 入 者 端 末 側 VAN側

パ ス ワ ー ド セ ンター コー ド
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㈱日本総合研究所 御中

自
室
日

コサ

・主

目
u

二
二
ロ

嫌
中
仙
続
アフ
千
Ｔ

D
線
　P
局
口 Na

年 月 日

設置事業所
事業所名

設置所在地
フ リガナ

住 所

代 表 者 略 図(最 寄駅から)

電話番号

連絡担当者

モ デ ム

端末機種名

電 話 工 事 関 係

配線業者 自営 直営 已 業所 名1

住 所

TEL()一

担 当 者

機器設置平面図 ※平面図上に、MDF,IDF.モ デム.端 末の設置場所を記入 して下さい。

(加入者→日本総研)
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御中

年 月 日

P-EDIフ ァイル交換サービス確認書

㈱ 日本総合研究所

下記事項につきご報 告 しますのでご確認下さるようお願い致 します。

サービス開始予定日

テス ト 年 月 日 より

本 番 年 月 日 より

VAN側

ポートNα(テスト)

ポー}Nα(本番)

使 用 回 線

1.公 衆2.DDX-C3.INS 4.専 用線

bps.
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御中

年 月 日

rP-EDI新 規加入者接続テス ト結果報告書』

㈱ 日本総合研究所

P-EDIフ ァイル交換サービステス トを完了 しましたので下記の通 りご報告申し上げます。

1.テ ス ト日時

日 時 所要時間 加入者側担当者 VAN側 担当者

～: HM

～ HM

～ HM

2.テ ス トパ タ ー ン

データ方向 テス ト環境 チェック 備考(フ ァイル 種別など)

交換ファイル

端 末 今VAN テス ト・本番

VAN⇒ 端 末 テ ス ト・本番

コマ ン ドデ ータ 端 末 →VAN テ ス ト・本 番

3.特 記事項

本番開始日以降、課金(請 求)の 対象となります。

(日本総研→加入者、控、 カ ミネ ッ ト、事務局)
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(2)P-EDIト ラ ンザ クション交換 サービス

P-EDIト ラ ンザ クション交換 サー ビスの加入申請関係書類の流れは、以下の通 りである。

雫
◎

塞/

① ⑤
カミネット丁

① 契約申込書を送付
② 契約申込書を事務局に送付
③ 事務局承認後、請書及び登録書用紙等を送付
④ 契約申込書のコピーを送付
⑤ 口座振替届出書を記入捺印の上送付
⑥ 登録書に記入捺印の上送付
⑦ 確認書を送付
⑧ テスト終了後、テスト完了報告書を送付

資料一覧

資 料 名 資料送 付 記入者 提出先 摘 要

① 契 約 申 込 書 カ ミネ ッ ト 加入者 カ ミネ ッ ト

③ 契 約 申 込 請 書 ノノ 事務局 加入者 事務局で承認

⑤ 預金口座振替払いに関する届出書 〃 加入者 カ ミネ ッ ト

⑥ ア ク セ ス 権 登 録 票 〃 加入者 総 研 加入者甲のみ必要

⑥ SYNAPSE定 義 票 〃 〃 〃 ホス ト接続の場合のみ必要

⑥ 端 末 登 録 依 頼 票 〃 〃 〃 端末接続の場合のみ必要

⑥ プ リ ン タ 接 続 設 定 票 ノノ 〃 〃 端末接続でプリンタを2台以上使用
の場合のみ必要

⑥ NTT専 用 契 約 申 込 書 〃 〃 〃 専用回線による接続の場合のみ必要

⑥ 回 線 手 続 申 請 書 〃 〃 〃 同 上

⑥ ホス ト局 別 事 業 所 対 応 票 〃 〃 〃 加入者甲のみ必要

⑦ 端 末 登 録 確 認 書 総 研 総 研 加入者

⑧ 接 続 テ ス ト完 了 報 告 書 ノノ 〃 〃
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御中
年 月 日

P-EDIト ランザクション交換サービス契約申込書

貴社P-EDIト ランザクシ ョン交換サー ビス契約約款を承認の上 、下記の通 り加入を申 し込みます。

〒Nα ・住所

社名 ・事務所名
代表者名 ・印
電話番号

記

申込内容

加入者設備設置場所 〒

加入者区分 1.加入者甲(在 庫公開側)2加 入者乙(在 庫利用側)

利用形態 Lホ ス ト接続2VAN端 末接続

ポ

ス

ト

メー カー ・機 種名 通信手順 1.Lu6.22.Lu2

3.X.254.BSC-C

DCシ ステム名 回線種類
・速度

専用回線(本)

9600bps

端

末

メーカー ・機 種 名 通信手順 IBM3270漢 字

回線種類 (本) 回線速度 bps

オンライン
技術担当者

部署
氏名

電話Nα

FAXNα

オンライン

運用担当者

部署
氏名

電i舌Nα

FAXNα

サービス開始希望日 年 月 日 より

アクセス権合意予定先

以下の欄は本サービスのみ加入される加入者めみご記入下さい。
(既に当社の他のサービスに加入されている▲胎 は不要です。)

請 求 先 部署
氏名

電話Nα
FAXNα

引き落し銀行口座

銀行名 支店名 預金種 目1.当 座2.普 通

口座Nα 口座名義人

(加入者→P-EDI事 務局)
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御中

年 月 日

P-EDIト ランザクション交換サービス契約申込請書

P-EDI事 務局

年 月 日付申込書によるrP-EDIト ランザクション交換サー ビス』への加入

申込につきまして、下記の通 りお請けいたします。

己一言
口

1.契 約No.

2.ご 利用内容 P-EDIト ラ ンザ クシ ョン交換 サー ビス

&ご 利用代金 rP-EDIト ランザクション交換サービス契約約款』の通 りとします。

4.ご利用開始

可能 日 年 月 日より

5.お支払条件 毎月末締切にて請求書を(株)カ ミネットより送付し、翌月23日 に貴社

ご指定の金融機関口座より自動引落しさせていただきます。

但 し、貴社にてお振込の場合は、弊社指定の金融機関口座に翌月23日 ま

でにお振込下さい。なお、その際の振込手数料は貴社ご負担にてお願い致

します。

堤

(P-EDI事 務局→加入者)
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御中
加入者甲

年 月

目～

日
P--EDIト ランザクション交 換 サービス

アクセス権登録票

社名 ・事業所名

ホスト局名 ホス ト局ア ドレス

加入者 甲

加入者 乙

在 庫 照 会 多 桁 在 庫 照 会

在 庫 手 配 多 桁 在 庫 手 配

在庫ダイレクト手配 受 注 確 認

発 注 手 配 プライベー トデ ータ交換

手 配 内 容 照 会

記入方法 加入者 甲
*ホ ス ト局名 ・…

*ホ ス ト局ア ドレス ・

使用する一〇 、 しない一×

・・加入者乙 と トランザクション交換を行 うホス トコンピュータの

設置場所(本 社、支店等)名 。

・上記に該当するコー ドを 「"0"+取 引先 コー ド(7桁)」 で

指定。

加入者 乙
*ホ ス ト局名 ・…

*ホ ス ト局ア ドレス ・

・取引合意 された加入者乙の事業所(本 社、支店等)名 。

・上記に該当するコー ドを 「"0"+取 引先 コー ド(7桁)」 で

指定。

(加入者→日本総研)
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御中

P-EDI}ラ ンザクション交換 サー ビス

SYNAPSE定 義票
「 ・ 多 ・1。 、

年

ホス ト接続用

月 日

社名 ・事業所名

ホ ス ト 局 名 ホス ト局ア ドレス

物 理 経 路 数

入力専用物理経路

出力専用物理経路

入出力用物理経路

受 信}ラ ンコードの 固 定 す る(}ラ ンコード:)・ し な い

パ ス ワ ー ド(MAX8字) リ ト ラ イ

VANホ ス ト 間 隔(分)回 数(回)

開 局

開 局

テス ト(VAN起 動)

テス ト(叔}起 動)

局 ス テ ー タ ス 照 会

被 仕 向 停 止 要 求

被 仕 向 停 止 応 答

被仕向再開始要求

被仕向再開始応答

(加入者→日本総研)
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御中
VAN端 末接続用

年 月 日
P-EDIト ランザクション交 換 サービス

端末登録依頼票

設 置 場 所

・ ロ ・1。 、

社名・事業所名

ホ ス ト 局 名

ホ ス ト局 ア ド レ ス

取 引 先 コー ド

回 線 種 別

デ ィ ス プ レ イ 台 数

プ リ ン タ

端 末 使 用 開 始 日

本 番 開 始 予 定 日

モニター出 力 有 無 ディフォルト

旦 込 の設 戸 異 よる ロ

公衆 ・専 用4800・ 専用9600・DDX・INS

台

台 数 注 台

年 月 日 より

年 月 日 より

YES・NO

特記事項

記 入方 法*ホ ス ト局名 ・・・… 取引合意された加入者乙の事業所(本 店、支店等)名 。

*ホ ス ト局ア ドレス … 上記に該当するコー ドを 「"0"+取 引先コー ド

(7桁)」 で指定。

プ リンタ台数が2台 以上の場合は 「プ リンタ接続設定票」が必要となります。

(加入者→日本総研)
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御中
VAN端 末接続用

年 月 日

P-EDIト ランザクション交換 サービス

プリンタ接続設定票
・%・1。

、)

社名・事業所名

プ リンタ

Nα

ディスプレイ

Nα

ディフォル ト

設 定

PR区 分 設定

A B C D E

1

.2

3

4

5

記入方法 ・… プ リンタ台数が2台 以上の場合のみ記 入して下さい。

但 し、PR区 分の中に指定できるプリンタは、同一クラスター内に接続 されてい

るプ リンタに限 ります。

*デ ィフォル ト設定 … 入力時にPR区 分を指定 しない場合の出力プ リンタの

No.(1～5)を 指定 して下 さい。
*PR区 分設定 ・・… 入力時にPR区 分を指定 した場合の出力プ リンタの

No.(1～5)を 指定 して下 さい。

(加入者→日本総研)
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御中

P-EDIト ランザクションi交換 サービス

回線手続申請書
年 月 日

設置事業所
事業所名

設置所在地
フリガナ

住 所

代 表 者 略図(最 寄駅から)

電話番号

連絡担当者

モ デ ム 端末機種名

電話工事関係

配線業者 自営 直営 事業所名

住 所

TEL()一

担当者

機器配置平面図 ※平面図上に、MDF.IDF.モ デム.端 末の設置場所を記 入して下 さい

(加入者→日本総研)
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御中

加入者甲 用

P-EDIlラ ンザクション交 換 サービス

ホスト局別事業所対応票
(新規 ・修正 ・削除)

年 月 日

社名

Nα ホス ト局名 ホス ト局ア ドレス 事業所名 メ ー カ ー コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

記入方法

①ホス ト局名 ・…VANと 接続するホス トコンピュータの設置場所

(本社、支店等)名 。

② ホス ト局ア ドレス ・②に該当するコー ドを 「"0"+取 引先 コー ド(7桁)」 で指定。

③事業所名 ・・… 当該ホス ト局が包含する加入者甲の事業所(本 店、支店等)名 。

④取引先コー ド… ③に該当するコー ドを 「取引先 コー ド(7桁)」 で指定。

(加入者→日本総研)
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御中

年 月 日

P-EDI}ラ ンザクション交 換 サービス

端 末登 録 確 認 書
㈱日本総合研究所

社 名 ・ 事 業 所 名

ジェネレーション実施日

使 用 開 始 可 能 日

Pu/Luア ドレス

年 月 日

年 月 日

PUア ドレス LUア ドレス 端末ID

デ ィスプ レイ1

プ リンタ1

ディスプ レイ2

プ リンタ2

ディスプレイ3

プ リンタ3

ディスプレイ4

プ リンタ4

ディスプレイ5

プ リンタ5

(日本総研→加入者)
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御 中

年 月 日

P-EDIト ランザクション交 換 サービス

接続テスト完了報告書
㈱日本総合研究所

P-EDIト ランザ クション交換サービスのテス トを完了致 しま したので下記の通 りご報告申し上げます。

1.テス ト完了日

完 了 日 加入者側担当者 VAN側 担当者

ホス ト接続 年 月 日

VAN端 末接続 年 月 日

2.本番開始日

開 始 日

ホス ト接続 年 月 日

VAN端 末接続 年 月 日

3,特記事項

本番開始日以降、課金(請 求)の 対象 となります。

(日本総研→加入者)
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7.3標 準 デ ー タ コ ー ド

主 な 用 語 及 び コ ー ド仕 様 を 以 下 に 示 す 。

Na 項 目 名 桁 数 区 分 コ ー ド の 意 味

1メ ー カ ー コ ー ド 7業 界 統 一 の 取 引 先 コ ー ド。 入 力 は 、 簡 略 コ ー ドで

も可 。
・業 界 統 一 の 取 引 先 コ ー ド=上5桁 メ ー カ ー コ ー ド+

2桁 営 業 所 コ ー ド
・簡 略 コ ー ド=メ ー カ ー 簡 略 コ ー ド+2桁 営 業 所 コ ー

ド

メ ー カ ー 簡 略 コ ー ドOJ… 王 子 製 紙

KS… 神 崎 製 紙

JJ… 十 條 製 紙

HN… 本 州 製 紙

簡 略 コード 例

簡 略 コード 取 引 先 コード

OJOOOOO2300

0JO20002302

0JO40002304

0JO50002305

KSOOOOO4800

KSOIOOO4801

KSO20004802

KSO40004804

名
紙

紙

紙
紙

紙
紙

紙

紙

先
製

製

製
製

製
製

製

製

引

子
子

子

子
崎
崎

崎

崎

取

王
王

王

王
神
神

神

神

名所業

所業

所
所

営
業

業

屋

営
営

部

部

1

2

部

業

業

業

営

営

営

事
社

古

阪
岡

社
東

東

西

本

名

大
福

本

関
関

関
JJOOOOO9900十 條 製 紙 本 社

JJO40009904十 條 製 紙 大 阪 営 業 所

HNOOOO23200本 州 製 紙 本 社

HNO50023205本 州 製 紙 大 阪 営 業 所

2 代 理 店 コ ー ド 7 業 界 取 引 先 コ ー ドま た は 簡 略 コ ー ドで も可 。
・業 界 取 引 先 コ ー ド及 び 簡 略 コ ー ド

簡 略 コード 業 界 取 引 先 コード 代 理 店 名

OPOIOO500大 倉 紙 パ ル プ 商 事

YOOIOO900岡 本

SAOlO3000三 幸

SMOIO3400サ ン ミ ッ ク 通 商

DEOIO4901大 永 紙 通 商

JPOIO6101日 本 紙 パ ル プ 商 事

NAOlO6200日 亜

HTOIO6600服 部 紙 商 事

MDO107500丸 大 紙 業

MTOIO7701マ ン ツ ネ

MKO107800三 菱 製 紙 販 売
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

3 品 名 コ ー ド 15 コ ー ドセ ン タ ー の 統 一 品 名 コ ー ド。

統 一 品 名 コ ー ド ニ メ ー カ ー 工 場 コ ー ド(7桁)+銘 柄

コ ー ド(8桁)。

・メ ー カ ー 工 場 コ ー ド(7桁)=メ ー カ ー コ ー ド(5

桁)+工 場 コ ー ド(2桁)

・銘 柄 コ ー ド(8桁)=品 種 コード(4桁)+銘 柄 コード(2

桁)+レ ッテルコード(2桁)

4 品 名 カ ナ 29 メ ー カ ー 側 の 品 名 カ ナ で 、 品 名 の 確 認 の た め 表 示 され

る 。

5 寸法 幅

4.1

流 れ

5

入 力 は 実 寸 又 は 、 寸 法 略 称 コ ー ド。

実 寸 の 単 位 は す べ て ミ リ。 但 し 例 外 的 に 巻 取 で 流 れ メ
ー トル の 場 合 が あ る

。

・寸 法 略 称 コ ー ド

略 称 実 寸 略 称 実 寸

46788×1091B5182×257

A625×880LS790×1090

B765×108546H546×788

KI636×939AB880×1085

K640×940AW880×1250ヤ
L800×llOOKK650×950

H900×1200D813×1092

A3297×420464394×546

A4210×297468273×394.

B4257×364AS608×856

6 流 目 1 T… 縦 目Y… 横 目

省 略 も 可,そ の 場 合 は 寸 法 に よ っ てT,Yを 判 断

す る。

流 目が 入 力 され た 時 は,寸 法 で 決 ま る 流 れ 目 よ り も優

先 さ れ る。

た て 目 の 時 → 巾 ≦流 れ よ こ 目 の 時 → 巾 〉 流 れ

7 荷姿 1 R… ロ ー ル

P… パ レ ッ ト(ス キ ッ ト)

S… シ ー ト

B… ボ ビ ン の 時

8 適量 4.3 例 …38.5kg・ の 場 合,38.5と 入 力 。

米 坪 入 力 の 時 、 確 認 の た め メ ー カ ー 側 適 量 値 が 返 答 表

示 さ れ る場 合 が あ る。

9 米坪 4.1 入 力仕 様 は メー カー側 と打 合 せ が必 要 。

連 量 入 力の 時、確 認 の ため メ ーカ ー側 米坪 値 が返答 表

示 され る場 合が あ る。

一83一



Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

10 番手 10 厚 さ や 質 を 連 星 以 外 で 表 示 。

入 力 は 番 手 名 称 又 は 略 称 コ ー ドを 使 用 。
・番 手 略 称 コ ー ド

略 称 番 手 略 称 番 手

H1ト ク ウ スH2ウ ス ク チ

H3ナ ミ ク チH4チ ユ ウ ア ツ

H5ア ツ ク チH6ト ク ア ツ

H7サ イ ア ツ

番 手 名 称 は メ ー カ ー 側 と 打 合 せ が 必 要 。

11 営 業 ロ ッ ト 20 品 質 、 抄 造 月 、 マ シ ン等 を 表 す 項 目 。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と 打 合 せ が 必 要 。

12 級区分 1 品 質 の 格 付 。

0… 良 品 ㌧

2…2級 品

3… サ イ ドラ イ ン

7… 格 外 品

9… そ の 他

入 力 仕 様 は メ ー カ ー側 と打 合 せ が 必 要 。

13 状 態 コ ー ド 1 品 質 の 状 態 。

0… 良 品

3… 事 故 品

5… 断 才 品

7… 水 漏 れ

9… そ の 他

14 入数 3.3 荷 姿 が`R'`P‥B'の 時 は 入 数,`S'の 時 は 包 装 枚 数 を

表 す 。

ノ ー カ ー ボ ン紙 巻 取 等 の 入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と 打 合

せ が 必 要 。

15 本数 5 荷 姿 が`R"P'`B'の 時,入 力 可 能 。

16 逆数 8.3 ・荷 姿 が`R‥P'`B'の 時 、 逆 数 の 入 力 値 よ り も 「人 数

x本 数=連 数 」 の 自動 計 算 値 が 優 先 され る 。
・荷 姿 が`S'で 人 数 が 入 力 さ れ て い る 時 、 連 数 は 人 数

の 整 数 倍 で あ る こ と。

・在 庫 照 会 時 の 入 数 ・本 数 ・連 数 の 仕 様 は メ ー カ ー 個

別 な た め 、 打 合 せ が 必 要 。
・多 桁 在 庫 照 会 の み 使 用 す る連 数 。

a.フ リー 連 数(3桁)… フ リー の 在 庫 連 数(本 数)

b.仕 切 連 数(4.3桁)… 仕 切 られ て い る在 庫 逆 数

(本 数)
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

17 連数単位 2 手配 逆数 の単 位。
・ コ ー ド 一 覧

単位 内 容 単位 内 容
R連(洋 紙)タ イ 袋

BR連(板 紙)シ キ 式

S枚 シ メ 〆

Mメ ー トル カ ン 缶

M2平 方 メ ー トルKGkg

CSケ ー ス レ ン 換 連

コ 個¥円
ホ ン 本

入 力仕 様 は メー カー側 と打 合 せ が必 要。

18 数量 9.4 手 配 モ ニ タ ー に の み,出 力 さ れ る。

19 数量単位 2 手 配数量 の単 位 。
コー ドは 連 数 単 位 と 同 様 。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と 打 合 せ が 必 要 。

20 在庫区分 1 下 記在庫 の種 別 を表 す区 分。

1… 公 開在庫(仕 切 ・引 当以 外 の公 開可 能在 庫)

2… 仕 切 在 庫(メ ー カ ー が 代 理 店 に 対 し仕 切 っ た 在

庫)
3… 引 当 在 庫(メ ー カ ー が 代 理 店 に 対 し引 き当 て た

又 は予約 済 在庫)

在 庫照 会時 の み スペ ー スを入 力 可,但 しこの時 の対 象

在 庫 は メ ー カ ー 個 別 。

21 所 管 コ ー ド 2 在 庫 を管理 す る営業 所(工 場)コ ー ド。 業界 取 引先 コ
一 ド下2桁 使 用 。

未 入 力 時 は 、 メ ー カ ー コ ー ド下2桁 とみ な さ れ る 。

入 力仕 様 は メー カー側 と打 合 せが 必 要。

22 メ ー カ ー 部 課 2 メ ー カ ー が 独 自 に つ け た 部 課 コ ー ド。

コ ー ド 入 力仕様 を メー カー側 と打 合 せが 必 要。

23 二 次 店 コ ー ド 7 二 次 店 の 業 界 統 一 取 引 先 コ ー ド、 入 力 は 簡 略 コ ー ドも

可 。

24 需 要 家 コ ー ド 7 需 要 家 の 業 界 統 一 取 引 先 コ ー ド、 入 力 は 簡 略 コ ー ド も

可 。
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

25 納 入 先 コー ド 7 納 入 先 の 業 界 統 一 の 取 引 先 コ ー ド。

26 納入 先 名 カナ 20 入力 が あれ ば,入 力 され た納 入先 名 。

未 入 力 時 は,納 入先keyか ら求 め られ た納 入 先 名。

27 納 入先TEL 13 納入 先 の電 話 番号 。

28 納入先枝番 2 同一 電 話 番号 で,場 所 や 名称 が 異 な る場合 に業 界 でつ

けた管 理 番号 。
・納 入先 名が 違 う場 合 、枝 番 に"01"か ら順 に入 力 し

て 求 め る納入 先 名を 探 す こと。

29 配送条件 3 時 間 等,配 送 の 条 件 。
・納 入 時 間 コ ー ド一 覧

コ ー ド 内 容 コ ー ド 内 容

AM午 前AMl朝 －

PM午 後PMl午 後 －

xxAxx時 以 降xxBxx時 以 前

XXXX時 頃

AM!午 後 不 可PM!午 前 不 可

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と打 合 せ が 必 要 。

確 認 の た め メ ー カ ー 値 が 返 答 さ れ 、 表 示 され る場 合 が

あ る 。

30 配送区分 1 1:配 送

代 理 店 が 配 送 す る もの 。

2:引 取

卸 商 が 引 取 る も の 。

31 倉 庫 コー ド 7 業 界 取 引 先 コ ー ド、 入 力 は 簡 略 コ ー ドも可 。

倉 庫 を 限 定 した い 時 指 定 す る。

32 輸 送 業 者 コ ー ド 7 業 界 取 引 先 コー ド、 入 力 は 簡 略 コ ー ドも可 。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と打 合 せ が 必 要 。

確 認 の た め メ ー カ ー 値 が 返 答 さ れ 、 表 示 され る場 合 が

あ る 。

33 輸送手段 3 輸 送 の 手 段 。
・輸 送 手 段 コ ー ド 例

1… トラ ッ ク2… 貨 車3… 貨 車 コ ンテ ナ

4… 船5… 船 コ ンテ ナ6… フ ェ リー

7… オ ン トレ8… 自 家 取 り(取 引)9… そ の 他

0… 整 理 上A… 宅 配 便B… 航 空 便

C… 路 線 便

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と打 合 せ が 必 要 。

確 認 の た め メ ー カ ー 値 が 返 答 さ れ 、 表 示 され る場 合 が

あ る 。
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

34 南 流Nα 6 以 下 の 流 通 用 項 目 の 簡 略 コ ー ド。

代 理 店 ・二 次 店 ・需 要 家 ・納 入 先 ・用 途 ・輸 出 区 分

但 し、個別 の 入力値 の 方 が商 流Nαが 持 つ 内容 よ り優 先

さ れ る 。

登 録 は 商 流Nα マ ス タ更 新 で 行 う。

35 代 理 店発 注Nα 7 代 理 店 が メ ー カ ー に 行 う月 次 ・追 加 ・ス ポ ッ ト等 の 注

文 時 使用す る番号。

入 力仕 様 は メ ー カ ー 側 と打 合 せ が 必 要 。

36 メ ー カ ー 注 文Nα 10 メ ー カ ー に 注 文 した 時 の メ ー カ ー の 注 文 番 号 。

入力仕 様 は メー カー側 と打 合 せが 必 要。

37 オ ー ダ ーNα 10 売上時(手 配完 了時)に っ け られ た メー カー採 番の 注

文 番 号 。

38 得意 先注 文Nα 15 代 理店 か らみ た得意 先 の注 文 番号 。

39 引 当Nα 10 在 庫 を 引 当 た(予 約 した)時 の メ ー カ ー 採 番 の 番 号 。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と 打 合 せ が 必 要 。

40 請 書Nα 10 メ ー カ ー が 請 書 を 発 行 した 時 の 番 号 。

41 PEDI-Nα 8 手 配毎 に代理 店(VAN)側 にて1つ 採 番す る管 理上
の 番 号 。

PEDI端 末 …PV+英 数 字6桁

代 理店端 末 … …PD+英 数 字6桁

42 取引形態 1 以 下の様 な取 引 の形 態 を表 す。

1… 倉 出5… 仕 切 品 出 庫

2… 引 取6… 返 品

3… 仕 切7… 戻 し

4… 予 約(引 当)8… 直 送 出 荷

倉 出 … メ ー カ ー が 売 上 計 上 し 、 か っ 配 送 す る 取 引 。

引 取 … メ ー カ ーが 売 上 計 上 し 、 代 理 店 が 引 取 る取 引 。

仕 切 … メ ー カ ー が 売 上 計 上 し 、 荷 動 き が 伴 わ な い

取 引 。

予 約(引 当)… メ ー カ ー が 売 上 計 上 せ ず 、 荷 動 きが 伴

戻 し…荷 動 きが 伴わ な い名 義変 更 、及 び予約 の戻 し。

直 送 出荷 … メ ー カ ー が 売 上 計 上 し、 工 場 よ り出 荷 。
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

43 用 途 3 紙 の 使 用 目 的 。

入 力 仕様 は メー カ ー側 と打 合 せが必 要 。

確 認 の ため メー カ ー値 が返 答 され 表示 され る場 合が あ

る。

44 輸出区分 1 0… 国 内1… 輸 出

入 力 仕様 は メー カ ー側 と打 合 せが必 要 。

確 認 の ため メー カ ー値 が返 答 され 表示 され る場 合が あ

る。

45 単位区分 1 単 位 を 決 定 す る た め の メ ー カ ー 独 自 コ ー ド。

入 力 仕様 は メー カ ー側 と打 合 せが必 要 。

確 認 の ため メー カー値 が返 答 され 、表 示 され る場合 が

あ る 。

46 単価単位 2 単 価 の単 位 。

単位 は連 数 単位 の 項 と同 じ。

入力 仕様 は メー カ ー側 と打 合 せが必 要 。

確 認 の た め メ ー カ ー値 が 返 答 さ れ 、 表 示 され る場 合 が

あ る 。

47 単価 8.2 入 力 仕 様 は メ ー カ ー側 と打 合 せ が 必 要 。

確認 の た め メー カ ー値が返 答 され 、表 示 され る場 合が

あ る 。

48 連別寸法 幅4 感圧 紙 の手 配 時 、注文 寸 法 とは別 に本 来 注文 したか っ

た 寸 法 。

流れ 多桁 在 庫手 配 処理 時 に使用 。
5 そ の他 は寸 法 の項 と同 じ。

49 朱引取残 一
① メー カーへ の 当初注 文連 数② 引取 実績 ③残 、を代 理

.店 に 知 らせ る 為 使 用 。
モ ニ タ ー と 手 配 内 容 照 会 の 注 文 一 覧 の 時 、 表 示 さ

れ る 。

50 出荷 日 6 西 暦 と して妥 当 な事 。

入 力 仕様 は メー カー側 と打合 せ が必 要 。

51 納 入 日 6 西暦 と して妥 当な 事。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー 側 と打 合 せ が 必 要 。
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No 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

52 売上計上旬 5 メ ー カ ー側 で 売 上 が 計 上 され た 旬 。

受 注 確 定 モ ニ タ ーで 表 示 され る。

YYMMJYY=西 暦 、MM=月 、J=(1=1旬 、

2ニ2旬 、3=3旬)

53 特 値 コ ー ド 4 建 値 に対 す る値 引 き(値 増)率 を表 した もの。

多桁在庫 手配 で 使用 。

入 力仕様 はメ ー カー側 と打 合せが 必 要。

54 手配 内容 照 会

KEY区 分

1 手 配 内容 照 会 時 、 以 下 の1～8ま で の 区 分 を 入 力 。
・単 品 照 会 時1… オ ー ダ ーNα2…PEDI-Nα

3… 引 当Nα4… 最 終 手 配 照 会(端 末ID)
・複 数 照 会 時5… 手 配 一 覧6… 多 桁 手 配 一 覧

7… 注 文 一 覧8… 引 当 一 覧

55 単品照会KEY 15 上 記手配 内容 照 会 、単 品 照 会のKEY。

56 単品 照 会任 意

KEY

10 手 配 内容照 会 、単品 照 会KEYだ け で は手 配 を特 定 で

きな い時使用 す る。

入 力仕 様 は メー カー側 と打 合せ が必 要。

57 複数照会区分 1 手 配 内 容 複 数 照 会 時 の 対 象 範 囲 。

1…PEDI入 力 の 取 引 を 対 象 。

2… メ ー カ ー 入 力 の 取 引 を 対 象 。

ス ペ ー ス … メ ー カ ー 任 意

58 検索区分 1 次 項 検 索KEYの 種 別 を 表 す 。

1… 品 名 コ ー ド2… 簡 略 コ ー ド

手 配 内 容 照 会 時 で は 他 に

3… 代 理 店 発 注Nα4…PEDI-Nα

59 検索KEY 15 ① 検 索 区 分=1の 時 業 界 統 一 品 名 コ ー ド(15桁)を

入 力 。

② 検 索 区 分=2の 時 簡 略 コ ー ドを 入 力 。

簡 略 コ ー ドの 登 録 は 、 パ ー ソ ナ ル マ ス タ ー 登 録 で 行 い

以 下 の 項 目を 反 映 す る。

品 名 コ ー ド、 寸 法 、 流 目 、 荷 姿 、 適 量 、 米 坪 、 番 手

但 し、 入 力 が あ れ ば 入 力 値 が 優 先 さ れ る。
・他 に手 配 内 容 照 会 時 ③ 代 理 店 発 注Nα ④PEDI-Nα

が あ る。

60 在庫検索区分 1 1:預 り在 庫 の 問 合 せ

2:引 当 在 庫 、 一 般 在 庫 、 メ ー カ ー 在 庫 の 問 合 せ

ス ペ ー ス:全 て の 在 庫 の 問 合 せ

61 担当者 4 担 当 者 の イ ニ シ ャル 等 を 入 力 。

62 摘要 20 任 意 な摘 要(英 、 数 、 カ ナ)を 入 力 。
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

63 任 意 項 目 20 任 意 に 使 用 で き る項 目(英 、 数 、 カ ナ)。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー側 と 打 合 せ が 必 要 。

64 メ ー カ ー

コ メ ン ト

20 メ ー カ ー 側 営 業 に 対 す る コ メ ン ト。

入 力 仕 様 は メ ー カ ー側 と 打 合 せ が 必 要 。

65 オ ー ダ ー 分 割 一 メ ー カ ー が 手 配 の 回 答 と して 以 下 の もの を 知 らせ る た

め に 用 い 、1手 配4明 細 ま で 可 能 。

但 し多 桁 在 庫 手 配 時 は1手 配2明 細 ま で 。
・オ ー ダ ーNα ・本 数 ・連 数 ・倉 庫 コ ー ド ・営 業 ロ ッ ト

・倉 庫 名

66 納入先KEY 13 画 面 よ り納 入 先 の 情 報 を 入 力 す る 時 、 以 下 の 形 式 で 行

う。 メ ー カ ー に よ っ て ① 、 ② ど ち らを 使 うか は 、 打 合

せ が 必 要 。

① 取 引 先 コ ー ド入 力

G+取 引 先 コ ー ド

K+簡 略 取 引 先 コ ー ド

② 納 入 先TELNα 入 力

納 入 先TELNα

C+簡 略 入 先TELNα
・簡 略 コ ー ドの 登 録 は 、 簡 略 マ ス タ更 新 で 行 う。

67 PR区 分 1 ・1～5ま で の プ リンター に付 け られ た番 号。

各 プ リンター毎 、初期 設定 値 は事 前 に登 録 して お く。

①VAN蓄 積受 注確 定 画面 のPR区 分

受 注 確定 デー タはPR区 分毎 出力 を行 うので 、発 注

手 配 で 指定 したPR区 分の 番号 を 同画 面PR区 分 に

指 定 す る。

未 入 力 は端 末の 初期 設定 値 が と られ る。

② 上 記以 外 のPR区 分
モニ ターを 出力 す るプ リンターの 区分 。

初 期 設定 値 を変 更す る時、 区分 を指 定 す る。

68 モ ニ タ ー 出 力

区 分

1 メ ニ ュー 画 面 で 使 用 。

モ ニ タ ー の プ リ ン トを 行 うか ど うか の 区 分 。(Y/N)

初 期 設 定 値 を 事 前 に 登 録 し、 出 力 要 否 を 変 更 す る 時 指

定 す る 。

69 一 括 区分 1 多桁 在 庫 手配 時 に使用 。

Y… 全 明細 を一 括処 理 と した い場 合。

N… 明細 毎 の処 理 と した い場合 。

省 略時N。

70 換算区分 1 多桁 在庫 照 会時 に、 寸法 換算 等 の換 算 で使 用 す る。
Y… 換 算 す る

N… 換 算 しな い

省 略時N。
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Nα 項 目 名 桁数 区 分 コ ー ド の 意 味

71 倉庫区分 1 メ ー カ ー 側 で 独 自 に 付 け た 倉 庫 区 分 、 入 出 力 の 仕 様 は

打 合せ が必要 。

多桁 在庫 照 会/手 配 時 に使用 。

72 明細 指 定 フ ラ グ 1 多桁 在 庫照 会で 、多桁 在 庫手 配 に明 細 を 引 き継 がす 時

に使 用 。"A"(最 大5つ まで)を 入 力 す る。

但 しフ リー在庫 と仕 切在 庫 を混 在 して の指定 はで きな

い 。

73 コ メ ン ト表 示 一 1)「 依 頼 受 付 、 受 注 確 定 で お 知 らせ しま す 。 」

発 注 処 理 時 オ ー ダ ーNα が 返 り、 更 に 後 で 受 注

確 定 が 返 る。

2)「 オ ー ダ ーNα を 、 受 注 確 定 で お 知 らせ しま す 。 」

発 注 処 理 時 メ ッセ ー ジだ け 返 り、 後 で オ ー ダ ー

No付 き の 受 注 確 定 が 返 る 。

3)

4)

5)

6)

7)

)

)

8

∩
σ

10)

)

)

1

0'

「在 庫 が 有 り ま せ ん 。 」

「規 格 エ ラ ー。 」

r銘 柄 エ ラ ー。 」

「入 力 エ ラ ー。 」

「受 注 で き ま せ ん 。 」

発 注 処 理 時 、 メ ー カ ー が 受 注 で きな い 時 。

「在 庫 処 理 中 で す 。 後 程 手 配 して 下 さ い 。 」

「本 日の 手 配 は あ り ませ ん 。 」

手 配 内 容 照 会 の 端 末ID照 会 時 、 本 日の 手 配 が

な か った 場 合 。

「該 当 の デ ー タ は あ り ま せ ん 。 」

手 配 内 容 照 会 時 、 該 当 の デ ー タが な か っ た 時
「メ ー カ ー電 文 に 異 常 が 有 り ま した 。 」

「次 項 有 」 画 面 の 続 きが 有 る 時 。

13)そ の 他 、 メ ー カ ー の 固 有 の メ ッセ ー ジの 場 合 が

あ る。

74コ メ ン ト表 示 ① 在 庫 照 会 画 面

1)「 入 力 エ ラ ー が あ り ま す 」

2)「 該 当在 庫 あ り ま せ ん 」

3)「 × ×は 、 在 庫 検 索 区 分 を 入 力 願 い ま す 」

在 庫 検 索 区 分 未 入 力 で 、 一 部 在 庫 区 分 の み 表 示

の 場 合

② 在 庫 手 配 ・在 庫 ダ イ レ ク ト手 配 画 面

4)「 只 今 、 当代 理 店 と 接 続 で き ま せ ん 」

5)「 処 理 で き ま せ ん 」

オ ン ラ イ ンサ ー ビ ス 時 間 以 外 の 場 合

6)「 在 庫 数 が 足 り ま せ ん 」

手 配 本 個 数 、 連 数 、 数 量 チ ェ ッ ク エ ラ ー の 場 合

③ 発 注 手 配 画 面

7)「 在 庫 手 配 完 了 しま した 」

8)「 発 注 手 配 完 了 しま し た 」

9)「 次 画 面 あ り」

10)そ の 他 、 代 理 店 固 有 の メ ッセ ー ジが 表 示 され る場

合 が あ る。
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